
　

平
成
29
年
度
湯
沢
認
定
こ
ど
も
園
の
入
園
を
募
集

し
ま
す
。
入
園
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
募
集
期
間
内

に
必
ず
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 
募
集
期
間 

　

11
月
1
日
㊋
か
ら
11
月
21
日
㊊
ま
で

 

募
集
人
数 

　

概
ね
の
募
集
人
数
は
次
の
と
お
り
で
す

　

０
歳
児
（
６
ヶ
月
以
上
）
10
人

　

１
歳
児 

20
人
、
２
歳
児 
30
人

　

３
歳
児 

50
人
、
４
歳
児 
50
人

　

５
歳
児 

50
人

 

申
込
方
法 　

○
現
在
認
定
こ
ど
も
園
に
入
園
し
て
い
る

　

場
合
は
、
こ
ど
も
園
で
入
園
申
込
書
を

　

配
布
し
ま
す
の
で
認
定
こ
ど
も
園
に
ご

　

提
出
く
だ
さ
い
。

○
新
規
入
園
希
望
者
は
、
子
育
て
支
援
課

　
（
認
定
こ
ど
も
園
棟
）
に
申
込
用
紙
が

　

あ
り
ま
す
の
で
、
子
育
て
支
援
課
へ
ご

　

提
出
く
だ
さ
い
。

 

年
度
途
中
の
入
園
に
つ
い
て 

　

平
成
29
年
度
に
産
休
・
育
休
明
け
で
復
職
す
る
か
、

又
は
途
中
就
職
等
の
予
定
が
あ
り
年
度
途
中
か
ら
入

園
を
希
望
す
る
場
合
も
募
集
期
間
内
に
お
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

（
３
歳
児
未
満 　
　
　
　
　
　
　

 

の
募
集
期
間
以
外

の
申
し
込
み
に 　
　
　
　
　

 

つ
い
て
は
、
緊
急
を

要
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
以
外
は
年
度
途
中
の
入

園
は
で
き
ま
せ
ん
。）

 

３
歳
未
満
児
の
入
園
に
つ
い
て 

　

３
歳
未
満
児
は
、
就
労
や
妊
娠
、
出
産
等
で
保
護

者
の
い
ず
れ
も
が
児
童
を
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
、
か
つ
同
居
の
親
族
そ
の

他
の
者
が
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
入
園

が
認
め
ら
れ
ま
す
。
入
園
は
、
生
後
６
ヶ
月
の
翌
月

か
ら
可
能
で
す
。

　

な
お
、
0
歳
児
ク
ラ
ス
及
び
1
歳
児
ク
ラ
ス
に
入

園
希
望
の
場
合
は
申
込
時
に
面
談
を
行
い
ま
す
。

 

保
育
時
間 

　

 

月
曜
～
土
曜
日　

　

 

午
前
７
時
30
分
～
午
後
6
時
30
分

　
（
就
労
等
の
都
合
に
よ
り
最
大
午
後
7
時
ま
で

　

延
長
が
可
能
で
す
。）

＊
就
労
状
況
（
認
定
区
分
）
に
よ
り
保
育
時
間
が

　

異
な
り
ま
す
。

＊
就
労
等
の
都
合
で
土
曜
日
の
保
育
を
希
望
す
る

　

場
合
は
入
園
時
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

＊
特
別
保
育
・
休
日
保
育
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
入
園
申
込
書
と
と
も
に
配
布
す
る
資
料

　

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

 

入
園
承
諾
通
知
に
つ
い
て 

　

入
園
審
査
等
の
結
果
に
よ
り
2
月
初
旬
～
中
旬
頃

に
入
園
承
諾
通
知
書
を
発
送
予
定
で
す
。

　

町
で
は
、
家
庭
で
乳
幼
児
を
保
育
す
る
保
護
者
等

に
対
し
経
済
的
な
支
援
を
行
う
「
家
庭
保
育
支
援
給

付
金
制
度
」
を
創
設
す
る
予
定
で
す
。

 

支
給
対
象
者 

　

町
内
に
お
住
い
の
方
で
、
乳
幼
児
を
家
庭
で
保
育

し
て
い
る
父
母
（
父
母
に
代
わ
っ
て
祖
父
母
が
保
育

す
る
場
合
は
祖
父
母
）。
た
だ
し
、
育
児
休
業
に
起

因
す
る
給
付
金
、
手
当
等
を
受
給
し
て
い
る
場
合
は

支
給
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

 

支
給
対
象
月
齢 

　

乳
幼
児
の
月
齢
が
満
6
ヶ
月
に
到
達
し
た
翌
月
か

ら
1
歳
11
ヶ
月
に
到
達
す
る
月
ま
で
の
17
ヶ
月
間

 

支
給
金
額 

　

1
ヶ
月
に
つ
き
乳
幼
児
1
人
当
た
り
3
万
円
（
同

一
世
帯
で
支
給
対
象
月
齢
に
2
人
以
上
の
乳
幼
児
が

い
る
場
合
、
2
人
目
以
降
は
1
万
5
千
円
）

 

制
度
の
開
始
時
期 

　

平
成
29
年
4
月
か
ら

※
右
記
の
支
給
条
件
等
は
現
時
点
で
の

予
定
で
す
。
実
際
に
制
度
が
開
始

さ
れ
る
際
に
は
変
更
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

問 　

子
育
て
支
援
課　

　
　

 

☎
７
８
８
・ 

　
　
　
　
　

０
２
９
２

お

平
成
29
年
度 

湯
沢
認
定

　
　

こ
ど
も
園
入
園
園
児
募
集

おら

しせ
町から

家
庭
保
育
支
援
給
付
金
の

創
設
に
つ
い
て

おら

しせ
町から

その姿はまるで
家

族
の

よ
う

。

湯沢の山々。木には“なめ
こ

”

が身を寄せ合って生え
て

い
ま

す
。
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障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、

　

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
を
目
指
し
て

～
フ
ロ
ア
ホ
ッ
ケ
ー
を
通
じ
た
交
流

　
　
　
　
　
　
　

か
ら
見
え
て
く
る
も
の
～

　

今
年
度
よ
り
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
が

施
行
さ
れ
、
障
が
い
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
差

別
等
の
禁
止
や
合
理
的
な
配
慮
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
支
え
合

い
、
共
に
生
き
て
い
く
地
域
を
目
指
す
た
め

の
一
歩
と
し
て
、
ま
ず
は
相
互
が
交
流
を
持

ち
、
お
互
い
を
知
り
合
う
機
会
が
必
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
だ
れ
も
が
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ

「
フ
ロ
ア
ホ
ッ
ケ
ー
」（
※
）
を
通
し
て
、
楽

し
い
時
間
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
講
演

会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ス
２
０
１
６
新
潟
大
会
で
事
務
局
長
を
務
め

ら
れ
た
、
久く

ぼ

た

保
田
健

た
け
し

先
生
（
南
魚
沼
市
立

総
合
支
援
学
校
教
諭
）
を
お
招
き
し
、
講
演

会
の
前
半
は
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

や
、
フ
ロ
ア
ホ
ッ
ケ
ー
を
通
じ
た
交
流
に
つ

い
て
の
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

後
半
は
久
保
田
先
生
の
指
導
の
も
と
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
に
実
際
に
フ
ロ
ア
ホ
ッ
ケ
ー

を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
誰
で
も
簡
単

に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

ご
近
所
さ
ん
や
お
友
達
を
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

※
フ
ロ
ア
ホ
ッ
ケ
ー

 

…
フ
ェ
ル
ト
製
の
パ
ッ
ク
を
、
ス
テ
ィ
ッ
ク

を
用
い
て
相
手
ゴ
ー
ル
へ
入
れ
て
得
点
を
あ

げ
る
室
内
ス
ポ
ー
ツ
。

 

日 　

11
月
15
日
㊋　

　
　

 

午
後
１
時
30
分
～
4
時

　
　

 

（
午
後
１
時
よ
り
受
付
開
始
）

 

場 　

湯
沢
町
公
民
館　

ホ
ー
ル

 

費  　

無
料

※
申
込
締
切
…
11
月
11
日
㊎
ま
で

※
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

 

申   

・  

問 　

福
祉
介
護
課
福
祉
係

　
　
　
　

  

☎
７
８
４
・ 

４
５
６
０

【
主
催
】
湯
沢
町

【
共
催
】  

湯
沢
町
精
神
障
害
者
家
族
会

　
　
　

（
の
ぞ
み
会
）

我
が
町
に
伝
わ
る
郷
土
料
理
発
掘
に

　
　
　
　
　
　
　

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　

湯
沢
の
四
季
折
々
の
風
土
に
あ
わ
せ
た
先

人
達
の
知
恵
と
工
夫
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
た

食
材
を
使
っ
た
郷
土
料
理
を
ぜ
ひ
次
世
代
に

伝
え
た
い
と
、
こ
の
た
び
環
境
農
林
課
と
健

康
増
進
課
が
合
同
で
湯
沢
町
の
郷
土
料
理
の

冊
子
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

皆
様
か
ら
、
我
が
家
の
食
卓
に
あ
が
る
地

元
食
材
を
使
っ
て
の
料
理
や
、
我
が
地
域
に

伝
わ
る
食
文
化
等
の
情
報
提
供
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

様
式
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
料
理
名
・
材
料

名
・
調
理
方
法
・
料
理
の
言
い
伝
え
や
特
色

な
ど
を
記
入
し
て
、
11
月
21
日
㊊
ま
で
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
不
明
な
点
に
つ
い

て
は
担
当
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

問 　

環
境
農
林
課　

担
当

：

丸
山

　

 　

☎
７
８
８
・ 

０
２
９
１

　
　

健
康
増
進
課　

担
当

：

笛
田

　
　

 

☎
７
８
４
・ 

３
１
４
９

次
世
代
へ
伝
え
た
い

我
が
町
の
郷
土
料
理
に
つ
い
て

おら

しせ
町から

新
潟
県
知
事
選
挙

　
　
　
結
果
報
告

　
　
　

 　
 

（
湯
沢
町
開
票
所
）

　

１０
月
１６
日
（
日
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
新

潟
県
知
事
選
挙
（
湯
沢
町
開
票
所
）
の
投

票
状
況
お
よ
び
開
票
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　

湯
沢
町
で
の
投
票
率
は

５３
．５５
％
と
、
前

回
の
県
知
事
選
挙
の

５０
．５７
％
を
若
干
上
回

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

（
期
日
前
投
票
、
不
在
者
投
票
含
む
）

投票状況
男 女 計

有権者数 3,490 人 3,475 人 6,965 人

投票者数 1,871 人 1,859 人 3,730 人

投票率 53.61％ 53.50％ 53.55％

開票結果
米 山 　 隆 一 　（ 無 所 属 ） 2,034 票

森 　 た み お 　（ 無 所 属 ） 1,548 票

後 藤 　 浩 昌 　（ 無 所 属 ） 48 票

三 村 　 誉 一 　（ 無 所 属 ） 26 票

無　　効 74 票

投票総数 3,730 票

障
害
者
差
別
解
消

　
　

講
演
会
の
ご
案
内

おら

しせ
町から
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入
居
資
格 

❶
湯
沢
町
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
が

　

あ
る
人

❷
収
入
が
町
条
例
で
定
め
る
金
額
を
超

　

え
な
い
人

❸
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
人

❹
町
税
及
び
町
使
用
料
等
の
未
納
が
な

　

い
こ
と

❺
単
身
者
で
な
い
こ
と

❻
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

❼
各
種
入
居
資
格
要
件
に
該
当
す
る
人

❽
算
定
所
得
額
が
１
８
９
万
６
千
円

　
（
年
額
）、
災
害
等
の
事
由
に
よ
り
困
窮

　

し
て
い
る
場
合
は
２
５
６
万
８
千
円
を

　

超
え
な
い
人

※
算
定
所
得
額
と
は
世
帯
全
員
の
所
得
額

　

か
ら
次
の
控
除
を
差
し
引
い
た
金
額
で

　

計
算
し
ま
す
。

　

○
同
居
・
外
の
扶
養
１
人
38
万
円

　

○
老
人
扶
養
（
70
歳
以
上
）
１０
万
円

　

○
特
定
扶
養
親
族
２５
万
円

　

○
障
が
い
者
控
除

４０
万
円

　

○
寡
婦
（
夫
）
控
除
２７
万
円

 

家　
　

賃 

　

収
入
額
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

 

提
出
書
類 

①
町
営
住
宅
入
居
申
込
書
（
建
設
課
に
備
付
）

 

『
調
査
日
』
が
変
わ
り
ま
す 

　

日
頃
よ
り
、
政
府
統
計
に
ご
理
解
、
ご
回

答
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

例
年
12
月
31
日
に
「
工
業
統
計
調
査
」
を

実
施
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
調
査

日
を
6
月
1
日
に
変
更
し
ま
し
た
。

　

次
回
の
調
査
日
は
、
平
成
29
年
6
月
1
日

と
な
り
ま
す
。

　

製
造
業
を
営
む
皆
様
へ
平
成
29
年
5
月
頃

に
調
査
員
も
し
く
は
郵
送
で
調
査
票
を
お
配

り
し
ま
す
の
で
、
ご
回
答
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　

  

問 　

企
画
政
策
課

　
　
　
☎
７
８
４ 

・
３
４
５
４

②
住
民
票
の
写
し

③
収
入
額
を
証
す
る
書
類
（
所
得
証
明
書
等
）

④
納
税
証
明
書

⑤
入
居
資
格
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
が

　

わ
か
る
書
類

　

※
提
出
書
類
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

 

申
込
受
付 

　

１０
月
３１
日
㊊
～
１１
月
１４
日
㊊

　
（
た
だ
し
土
日
祝
日
は
除
く
）

　

午
前
８
時

３０
分
～
午
後
５
時
ま
で

 

受
付
場
所 

　

建
設
課
維
持
管
理
係
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

 

選
考
方
法 

　

入
居
資
格
審
査
後
に
選
考
審
査
を
行
い
、

必
要
に
応
じ
て
抽
選
会
に
よ
り
入
居
者
を
決

定
し
ま
す
。

 

入
居
に
必
要
な
手
続
事
項 

　

入
居
決
定
の
あ
っ
た
日
か
ら
１０
日
以
内
に
、

次
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

▽
町
長
が
適
当
と
認
め
る
連
帯
保
証
人
の
連

　

署
す
る
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

※
連
帯
保
証
人
の
要
件
は
湯
沢
町
も
し
く
は

南
魚
沼
市
に
居
住
し
、
入
居
者
と
同
等
か
そ

れ
以
上
の
所
得
が
あ
る
方
で
す
。

▽
町
が
指
定
す
る
納
付
期
限
内
に
敷
金
の
納

　

付
が
必
要
で
す
。

  

問 　

建
設
課　

維
持
管
理
係

　
　
☎
７
８
４ 

・
４
８
５
２

所 

在 

地 

　

湯
沢
町
大
字
神
立
４
１
２
４
番
地
９

募
集
戸
数 

　

１
戸　

世
帯
用

規
格
等

　

昭
和

６０
年
築 

床
面
積
約

６４
㎡

　

高
床
式
Ｒ
Ｃ
３
階
建

　

和
室
３
部
屋（
６
畳
・
６
畳
・
４
．５
畳
）

　

Ｄ
．Ｋ
（
７
．５
畳
）、
ト
イ
レ
、
浴
室
、

　

サ
ン
ル
ー
ム
、
バ
ル
コ
ニ
ー
、

　

地
下
ピ
ロ
テ
ィ
、
物
置

敷 

金

　

５
０
，
０
０
０
円

家
賃
月
額

　

１
９
，
８
０
０
円
～
３
８
，
９
０
０
円

（
世
帯
の
収
入
額
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。）

町
営
東
山
住
宅 

（
４
０
２
号
）

町
営
東
山
住
宅

　
　
　
　
　

入
居
者
募
集

おら

しせ
町から

工
業
統
計
調
査
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

おら

しせ
国から

 日  ：日時・期間 　 場  ：会場 　 内  ：内容 　 対  ：対象・定員 　 費  ：参加費・入場料 　 持  ：持ち物 　 申  ：申し込み 　 問  ：問い合わせ

【工業統計調査のホームページ】

http://www.meti.go.jp/

statistics/tyo/kougyo/index.html

経済産業省・新潟県・湯沢町
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～
あ
な
た
の
『
町
を
思
う
気
持
ち
』
を

　
　
　
　
　
　
　
　

ぜ
ひ
活
か
し
た
い
！
～

　

湯
沢
町
総
合
戦
略
で
は
若
い
世
代
の
意
見

を
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
る
取
組
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
湯
沢
町
で
「
や
っ
て
み
た
い
こ

と
」、
湯
沢
町
に
「
必
要
だ
と
思
う
こ
と
」、

湯
沢
町
の
「
こ
れ
か
ら
先
」
を
考
え
て
、
町

に
提
案
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

お
友
達
と
一
緒
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

 

テ 

ー 

マ 

　

若
者
の
楽
し
め
る
ま
ち

　

   

「
湯
沢
っ
て
、や
っ
ぱ
り
お
も
し
ろ
い
な
」

※
全
６
回
開
催
で
１
ク
ー
ル
と
し
、
テ
ー
マ

は
ク
ー
ル
ご
と
に
変
わ
り
ま
す
。

 

開
催
期
間 

　

11
月
中
旬
か
ら
来
年
の
1
月
下
旬
に
か
け

て
、
全
６
回　
　
　
　
　

 

活
動
内
容 

　

皆
さ
ん
が
主
体
と
な
り
、
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
考
え
、
ま
と
め
た
も
の
を
町
長
に
提
案
い

た
だ
き
ま
す
。　

 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

　

新
潟
大
学
経
済
学
部
准
教
授　

鷲
見
英
司

 

応
募
資
格 

　

20
才
以
上
～
29
才
以
下
で
湯
沢
町
に
住
ん

で
い
る
方
、
湯
沢
町
で
働
い
て
い
る
方
、
湯

沢
町
出
身
の
方
、
湯
沢
町
に
興
味
が
あ
る
方

 

応
募
方
法 　

メ
ー
ル　

　

企
画
政
策
課
企
画
係

　

kika
ku

@
to

w
n

.yu
za

w
a
.lg

.jp

電　

話　

７
８
４
・ 

３
４
５
４

Ｆ
Ａ
Ｘ　

７
８
４
・ 

１
８
１
８

持　

込　

　

湯
沢
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
参
加
申
込
書

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
企
画
政
策
課
に

備
え
付
け
て
あ
る
用
紙
に
ご
記
入
の
上
、
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
メ
ー
ル
で
お
申
込
み
の
場
合
は
、
お
名
前
、

性
別
、
年
齢
、
職
業
（
任
意
）、
住
所
、
電

話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
希
望
す
る
時

間
帯
（
例
：
平
日
の
夜
な
ど
）、
話
し
た
い

こ
と
を
記
載
し
て

送
信
し
て
く
だ
さ

い
。

※
応
募
締
切

11
月
15
日
㊋

 

申   

・  

問 

　

企
画
政
策
課

　

企
画
係

　

☎
７
８
４
・

　
　

３
４
５
４

Ａ
Ｌ
Ｌ　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
会
議

メ
ン
バ
ー
募
集
！

募　

　集
町から

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
　
　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
中
の
9
月

28
日
（
水
）、
南
魚
沼
警
察
署
、
南
魚
沼

交
通
安
全
協
会
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

得
て
、
湯
沢
町
交
通
指
導
員
と
と
も
に

国
道
17
号
線
沿
い
に
交
通
指
導
所
を
開

設
し
ま
し
た
。
午
前
10
時
30
分
か
ら
約

1
時
間
に
わ
た
り
、
約
２
０
０
台
の
通

行
車
両
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
交
通
安
全
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

夏
も
過
ぎ
、
日
が
暮
れ
る
の
が
と
て

も
早
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
車
の
ラ
イ

ト
を
早
め
に
点
灯
す
る
こ
と
は
歩
行
者

や
自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
人
を
早
く
発

見
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
存
在

を
他
の
人
に
知
ら
せ
る
効
果
が
あ
り
ま

す
。
夕
暮
れ
時
や
天
候
が
悪
い
時
は
ラ

イ
ト
を
点
灯
し
、
交
通
事
故
を
防
止
し

ま
し
ょ
う
。

交通安全指導所の様子

啓発品を配布する田村町長（手前）
南魚沼警察署の岡部署長（奥）

広報ゆざわ　H28.10.30 　4



　

湯
沢
町
は
中
央
公
園
の
管
理
を
委
任
す
る

指
定
管
理
者
を
次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

 

委
任
施
設
の
概
要
等 

① 

名　

称　

中
央
公
園

② 

所
在
地　

湯
沢
町
大
字
神
立
字

 　
　
　
　
　

野
首
６
２
８
番
地
１
他 
及
び

　
　
　
　
　

 

湯
沢
町
大
字
土
樽
字

　
　
　
　
　

 

下
中
子
１
５
１
番
地
１
他

③ 

施
設
の
概
要　

　

・
共
用
面
積　
　

２
０
４
，３
０
０
㎡

　

・
公
園
の
種
別　

総
合
公
園

　

・
主
な
施
設　

　
　
　

湯
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

　
　
　

湯
沢
レ
ジ
ャ
ー
プ
ー
ル
オ
ー
ロ
ラ

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
及
び
そ
の
他
の
施
設

 

指
定
管
理
者
が
行
う
業
務
の
範
囲 

　

指
定
管
理
者
が
行
う
業
務
の
範
囲
は
次
の

通
り
で
す
。（
詳
細
は
、
募
集
要
綱
及
び
業

務
基
準
書
に
よ
り
ま
す
。）

①
中
央
公
園
の
維
持
管
理
に
関
す
る
業
務

②
ス
ポ
ー
ツ
施
設
及
び
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　

施
設
の
利
用
の
許
可
及
び
利
用
料
金
に
関

　

す
る
業
務
及
び
利
用
促
進
業
務

③
緑
化
推
進
に
関
す
る
業
務

④
本
公
園
の
管
理
業
務
の
経
費
に
関
す
る

　

業
務

 

そ
の
他 

①
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
募
集
要
綱

　

及
び
業
務
基
準
書
に
よ
り
ま
す
。

②
こ
の
募
集
に
関
し
て
不
明
な
点
や
詳
細
に

　

つ
い
て
は
、
湯
沢
町
役
場
建
設
課
に
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

問 　

湯
沢
町
役
場　

建
設
課

　
　

☎
７
８
４ 

・
４
８
５
２

　
　

FAX
７
８
０ 

・
６
０
７
２

　

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
人
工
呼
吸
及
び
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
使
い
方
な
ど
を
学
ぶ
３
時
間
の
講
習
で

す
。
受
講
者
に
は
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

 

日 　

11
月
20
日
㊐
　
午
前
9
時
～
午
後
12
時

 

場 　

南
魚
沼
市
湯
沢
消
防
署

 

対 　

30
名
（
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
定
員

　
　

 

に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
。）

 

費  　

無
料

　
　

 

 

申   

・  

問 

　

南
魚
沼
市
湯
沢
消
防
署

  

☎
７
８
４ 

・
３
３
７
７

⑤
そ
の
他
付
帯
業
務

 

指
定
期
間 

　

平
成
２９
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
３４
年

　

３
月
３１
日
ま
で
の
５
年
間
の
予
定
で
す
。

 

応
募
資
格 

　

公
募
の
公
示
の
日
（
平
成

２８
年
１０
月

２８
日
）

現
在
、
町
に
主
た
る
事
業
所
を
有
し
て
い
る

法
人
そ
の
他
の
団
体
。
な
お
、
法
人
格
の
有

無
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
個
人
は
応
募
で
き
ま

せ
ん
。
複
数
の
法
人
等
が
グ
ル
ー
プ
を
構
成

し
て
応
募
す
る
場
合
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
グ
ル
ー
プ
の
代
表
団
体
を
決
め
て
く
だ

　

さ
い
。
他
の
団
体
は
構
成
団
体
と
し
ま
す
。

②
代
表
団
体
の
代
表
者
を
グ
ル
ー
プ
の

　

代
表
者
と
し
ま
す
。

③
同
一
の
法
人
等
が
複
数
の
グ
ル
ー
プ
に

　

同
時
に
所
属
し
て
応
募
す
る
こ
と
は

　

で
き
ま
せ
ん
。

※
そ
の
他
応
募
資
格
の
詳
細
は
公
募
要
綱
に

よ
り
ま
す
。
募
集
要
綱
及
び
業
務
基
準
書
は

湯
沢
町
役
場
建
設
課
で
交
付
し
ま
す
。

 

応
募
の
手
続 

①
応
募
方
法

　

申
請
書
に
提
出
書
類
を
添
付
し
て
湯
沢
町

役
場
建
設
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
申
請
書
及
び
提
出
書
類
は
、
湯
沢
町

役
場
建
設
課
で
交
付
し
ま
す
。

②
受
付
期
間

　

10
月
31
日
㊊
か
ら
11
月
21
日
㊊

 

日  

・  

場 

　

１１
月
８
日
㊋

　

湯
沢
町
役
場 

▽ 

午
前
10
時
～
１１
時
45
分

　

湯
沢
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

 

▽ 

午
後
２
時
～
４
時

○
本
人
確
認
の
た
め
身
分
を
証
明
で
き
る
も

　

の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

○
献
血
前
に
薬
を
服
用
し
た
り
、
注
射
を
受

　

け
ま
す
と
、
献
血
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

　

ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
献
血
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
、「
次
回

　

献
血
可
能
日
」
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

 

問 　

健
康
増
進
課　

☎
７
８
４ 

・
４
５
６
０

中
央
公
園

　
　
　

指
定
管
理
者
募
集

おら

しせ
町から

愛
の
献
血
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
！

おら

しせ
町から

普
通
救
命
講
習
会

おら

しせ
他団体

 日  ：日時・期間 　 場  ：会場 　 内  ：内容 　 対  ：対象・定員 　 費  ：参加費・入場料 　 持  ：持ち物 　 申  ：申し込み 　 問  ：問い合わせ

　第 78 回一水会展で、南雲和夫さん（中里）

が「初夏の八海山」で入選を果たしました。

今後の活躍が期待されます。

※一水会とは昭和 11 年（1936 年）に「西洋

絵画の伝統である写実の本道を守り、安易な会

場芸術を非とし、技術を重んじ高雅なる芸術を

めざす。」ことを理念として創立された会です。

入選おめでとうございます

　5



①
「
川
上
四
郎　

特
別
展
」
開
催
中

　

日
本
童
画
の
父
と
い
わ
れ
る
川
上
四
郎
。

晩
年
を
湯
沢
町
で
過
ご
し
、
豊
か
な
自
然
の

中
で
多
く
の
名
作
を
残
し
ま
し
た
。
秋
季
特

別
展
と
し
て
、
川
上
四
郎
が
描
い
た
「
良
寛

さ
」（
復
彩
画
）
25
点
と
、
直
筆
の
年
賀
状

37
枚
を
展
示
し
て
い
ま
す
。　

 

日 　

１２
月
１３
日
㊋
ま
で

※
連
携
企
画
と
し
て
、
南
魚
沼
市
ト
ミ
オ
カ

ホ
ワ
イ
ト
美
術
館
（
住
所

：

南
魚
沼
市
上
薬

師
堂
１
４
２　

☎
７
７
５ 

・
３
６
４
６
）
で

は
「
川
上
四
郎　

原
画
展
～
ふ
る
さ
と
の
原

風
景
～
」
を
１１
月
15
日
㊋
ま
で
開
催
中
で
す
。

会
期
中
、
湯
沢
町
民
は
観
覧
無
料
に
な
り
ま

す
。

②
文
化
の
日
、
湯
沢
町
民
は
入
館
料
が
無
料

 

日 　

１１
月
３
日
㊍
・
㊗

　

 　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　

 （
入
館
は
４
時
半
ま
で
）

※
運
転
免
許
証
な
ど
、
ご
住
所
が
分
か
る
も

の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

⑤
２
０
１
６
秋
の
雪
国
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
巡
り

　

湯
沢
町
と
南
魚
沼
市
に
あ
る
１２
の
文
化
施

設
が
連
携
し
た
「
雪
国
ア
ー
ト
回
廊
」。
特

別
企
画
「
２
０
１
６
秋
の
雪
国
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
巡
り
」、
１１
月
27
日
㊐
ま
で
開
催
中
で
す
。

町
内
・
市
内
の
観
光
案
内
所
、
宿
泊
施
設
な

ど
で
配
布
の
冊
子
を
持
参
す
る
と
、
割
引
な

ど
優
待
の
他
、
特
典
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
特

典
は
３
館
目
以
降
か
ら
つ
き
、
３
館
目
で
粗

品
、
４
館
目
で
絵
は
が
き
や
て
ぬ
ぐ
い
な
ど
、

５
館
目
以
降
で
日
帰
り
入
浴
無
料
な
ど
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
（
無
料
施
設
以
外
は
チ
ケ
ッ
ト
購

入
者
が
対
象
で
す
）。

　

冊
子
に
は
応
募
用
紙
が
つ
い
て
お
り
、
受

付
で
の
ス
タ
ン
プ
押
印
数
に
よ
り
、
コ
シ
ヒ

カ
リ
や
ハ
チ
ミ
ツ
、
画
集
、
ハ
ン
カ
チ
、
根

付
な
ど
各
施
設
提
供
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
抽
選

で
当
た
り
ま
す
。

　

芸
術
の
秋
、湯
沢
町
と
南
魚
沼
市
で
、

心
ゆ
く
ま
で
ア
ー
ト
作
品
を
鑑
賞
し
た

り
、
雪
国
の
文
化
や
歴
史
を
楽
し
く
学

ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

③
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
体
験

　

小
枝
や
木
の
実
で
素
敵
な
置
物
を
作
る
体

験
講
座
を
行
い
ま
す
。
講
師
は
高
野
涼
子
さ

ん
。

 

日 　

１１
月
３
日
㊍
・
㊗

（
受
付
時
間

：

午
前
１０
時
～
午
後
３
時
ま
で
）

 

費  　

参
加
費
３
０
０
円

④
中
島
す
い
子　

講
演
会　

　

～
越
後
中
里
、
雲
蝶
の
ロ
マ
ン
～

　

石
川
雲
蝶
バ
ス
ツ
ア
ー
専
属
ガ
イ
ド
で
あ

り
、『
私
の
恋
し
た
雲
蝶
さ
ま
』
著
者
の
中

島
さ
ん
。
越
後
中
里
の
瑞
祥
庵
と
雲
蝶
の
つ

な
が
り
や
、
幻
の
欄
間
「
六
歌
仙
」
に
つ
い

て
な
ど
、
雲
蝶
の
魅
力
を
語
り
ま
す
。

 

場 　

午
後
６
時
～
７
時
30
分
ま
で

 

費  　

入
館
料
５
０
０
円

※
定
員
30
名
の
予
定
に
つ
き
、
定
員
に
達
し

た
場
合
、
ご
入
場
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

※
専
用
駐
車
場
は
午
後
５
時
ま
で
無
料
（
以

降
は
駐
車
料
金
５
０
０
円
）。
無
料
の
町
営

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

問 　

湯
沢
町
歴
史
民
俗
資
料
館
「
雪
国
館
」

　
　
（
湯
沢
町
大
字
湯
沢
３
５
４ 

・
１
）　

　
　
☎
７
８
４ 

・
３
９
６
５

【
入  

館  

料
】 　

　

大　
　

人
５
０
０
円
（
４
０
０
円
）   

　

小
中
学
生
２
５
０
円
（
２
０
０
円
）

※
（　

）
内
は
、
１５
名
以
上
の
団
体
料
金

【
開
館
時
間
】

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
入
館
は
４
時
半
ま
で
）

【
休  

館  

日
】

　

毎
週
水
曜
日

　
（
水
曜
日
が
祝
日
の
場
合
、
翌
日
）

　

絵
画
サ
ー
ク
ル
絵
夢
は
絵
を
愛
し
、
描
き

展
示
し
、
楽
し
み
な
が
ら
湯
沢
町
の
芸
術
の

発
展
を
願
う
集
団
で
す
。

 

日 　

１１
月
５
日
㊏
～
１３
日
㊐

　

 　

午
前
9
時
～
午
後
５
時

 

場 　

湯
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー　

２
階

　
　

 

※
入
場
無
料

 

問 　

事
務
局　

林　

信
行　

　
　
☎
７
８
４ 

・
２
２
３
４

湯
沢
町
歴
史
民
俗
資
料
館

「
雪
国
館
」
か
ら
の
お
知
ら
せ

おら

しせ
他団体

第
１１
回　

絵
夢
展

イン

ベト
他団体
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湯
沢
学
園
図
書
室
の
１１
月
の
一
般
開
放
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

今
年
度
よ
り
、
一
般
開
放
日
は
土
曜
日
の

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

日 　

１１
月
５
日
、
１２
日
、
１９
日
、
26
日
、

　
　

 

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

  

蔵
書
数  

児
童
生
徒
用
図
書　

約
１
７
，０
０
０
冊

（
一
般
閲
覧
可
、
一
般
貸
出
不
可
）　
　
　
　

一
般
用
図
書　

約
１
，２
０
０
冊

（
一
般
閲
覧
・
貸
出
可
）

　

大
好
評
の
５
年
目
。
今
年
の
秋
も

　
　
　
　

越
後
湯
沢
で
乾
杯
し
ま
せ
ん
か
？

　

４
枚
つ
づ
り
の
専
用
チ
ケ
ッ
ト
を
事
前
に

購
入
も
し
く
は
予
約
し
、
行
き
た
い
お
店
を

チ
ラ
シ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
チ
ェ
ッ
ク
！

　

開
催
期
間
中
、
越
後
湯
沢
温
泉
通
り
の
参

加
店
舗
で
チ
ケ
ッ
ト
を
使
っ
て
、
は
し
ご
酒

メ
ニ
ュ
ー
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

飲
食
店
の
自
慢
の
一
品
と
飲
み
物
は
も
ち

ろ
ん
、
温
泉
日
帰
り
入
浴
や
湯
沢
名
産
の
お

土
産
、
ス
ナ
ッ
ク
で
カ
ラ
オ
ケ
！
な
ど
様
々

な
楽
し
み
方
が
出
来
ま
す
。

　

さ
ぁ
、
越
後
湯
沢
の
夜
を
満
喫
し
ま
せ
ん

か
。

 

日 　

11
月
10
日
㊍
・
11
日
㊎
・
12
日
㊏

 

費  　

前
売
り
券　

２
，９
０
０
円

　
　

 

当  

日  

券　

３
，０
０
０
円

※
越
後
湯
沢
駅
西
口
「
雪
国
観
光
舎
」・

　

参
加
店
舗
で
購
入
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

 

問 　

越
後
湯
沢
温
泉
観
光
協
会

　
　

 

☎
７
８
５ 
・ 
５
３
５
３

　

職
場
で
の
心
構
え
や
子
育
て
へ
の
向
き
合

い
方
な
ど
育
児
と
仕
事
を
両
立
す
る
た
め
の

コ
ツ
を
お
伝
え
し
ま
す
。

 

日 　

１２
月
７
日
㊌　

午
後
１
時

３０
分
～
３
時

 

場 　

湯
沢
町
公
民
館
３
階
会
議
室

 

対 　

育
児
と
仕
事
を
両
立
し
た
い
方

　
　

 

定
員

：

２０
名   

※
要
事
前
申
込
先
着
順

 

費  　

無
料

 

申  　

締
切

：

１１
月

３０
日
㊌

○
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
は
無
料
の
託
児
を

　

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。（
セ
ミ
ナ
ー

　

開
催
時
間
内
）

 

問 　

観
光
商
工
課

　
　

☎
７
８
４
・ 

４
８
５
０

　
　

FAX
７
８
４
・ 

３
５
８
２

※
児
童
生
徒
が
学
校
バ
ー
コ
ー
ド
を
利
用　

　

し
て
借
り
る
場
合
は
、
児
童
生
徒
用
図
書
・

　

一
般
用
図
書
と
も
に
閲
覧
・
貸
出
可

・
図
書
貸
出
に
つ
い
て
は
公
民
館
図
書
室
の

　

図
書
利
用
者
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

　
（
事
前
に
公
民
館
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。）

・
貸
出
検
索
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
学
園
図

　

書
館
、
公
民
館
図
書
室
の
蔵
書
検
索
が

  

で
き
ま
す
。

・
地
域
交
流
棟
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
玄
関
を

　

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

問 　

湯
沢
町
公
民
館

　
　

 

☎
７
８
４
・ 

２
４
６
０

湯
沢
学
園
図
書
室

　
　

１１
月
の
一
般
開
放
日

おら

しせ
町から

育
児
と
仕
事
の
両
立
応
援

セ
ミ
ナ
ー
開
催

おら

しせ
町から

 

日 　

１１
月

１０
日
㊍
・
１１
日
㊎　

午
後
６
時
～

 

場 　

湯
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
ア
リ
ー
ナ

 

費  　

１
チ
ー
ム　

２
，０
０
０
円

　
　

 

（
代
表
者
会
議
で
徴
収
）

※
中
学
生
・
高
校
生
の
学
生
チ
ー
ム
は
無
料

 

参
加
条
件 

①
中
学
生
以
上
の
湯
沢
町
在
住
・

　

湯
沢
町
勤
務
の
方
で
チ
ー
ム
構
成

　

し
て
く
だ
さ
い
。

②
１
チ
ー
ム
２
名
以
上
の
女
性
を
入

　

れ
て
く
だ
さ
い
。

 

申  　

１１
月
２
日
㊌
か
ら
９
日
㊌
ま
で
の
期
間

に
、
湯
沢
町
公
民
館
に
用
意
し
て
あ
る
申
込
用

紙
に
記
入
の
う
え
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
そ

の
際
に
大
会
要
項
を
お
渡
し
し
ま
す
。

※
参
加
受
付

：

１１
月
７
日
㊊
ま
で

※
参
加
チ
ー
ム
数
が
少
な
い
場
合
は
中
止

 

代
表
者
会
議  

　

１１
月
７
日
㊊
午
後
７
時
か
ら
湯
沢
町
公
民
館

会
議
室
に
て

 

問 　

湯
沢
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会　

貝
瀬

　
　

 

☎
０
８
０
・ 

５
６
９
３
・ 

２
１
５
６

ナ
イ
タ
ー
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
　 

参
加
チ
ー
ム
募
集
!!

越
後
湯
沢
ぶ
ら
り

は
し
ご
酒
２
０
１
６
開
催

イン

ベト
他団体

 日  ：日時・期間 　 場  ：会場 　 内  ：内容 　 対  ：対象・定員 　 費  ：参加費・入場料 　 持  ：持ち物 　 申  ：申し込み 　 問  ：問い合わせ　7



　

新
潟
地
方
法
務
局
及
び
新
潟
県
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
で
は
、
１１
月
１４
日
㊊
か
ら

２０
日

㊐
ま
で
を
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間
と
し
て
、
法
務
局
職
員
又
は
人
権

擁
護
委
員
が
女
性
の
人
権
に
関
す
る
電
話
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。
ま
た
、
女
性
を
対
象

と
し
た
女
性
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
人
権
相

談
を
開
催
し
ま
す
。

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

電
話
相
談

 

電
話
番
号 

　
☎
０
５
７
０
・ 

０
７
０
・ 

８
１
０

　
（
全
国
共
通
）

 

日　
　

時  

　

11
月
14
日
㊊
～
11
月
18
日
㊎

　
　
　
　
　

午
前
８
時

３０
分
～
午
後
７
時

　

11
月
19
日
㊏
～
11
月
20
日
㊐

　
　
　
　
　

午
前
１０
時
～
午
後
５
時

 

相
談
内
容   

　

差
別
・
Ｄ
Ｖ
・
セ
ク
ハ
ラ
・
夫
婦
間
の
問

題
な
ど
広
く
女
性
の
人
権
に
関
す
る
こ
と

 

内　
　

容 　

①
家
庭
内
（
夫
婦
・
親
子
・
相
続
等
）、　

　

親
族
間
、
近
隣
間
の
も
め
ご
と
、
悩
み
ご

　

と
な
ど
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
起
こ
る　

　

様
々
な
問
題

②
い
じ
め
、
体
罰
、
女
性
差
別
、
外
国
人
差

　

別
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
差
別
問
題

　

相
談
担
当
者

：

人
権
擁
護
委
員

 

日　
　

時 

　

１１
月
１０
日
㊍ 

午
後
１
時
～
午
後
４
時

 

会　
　

場 

　

南
魚
沼
市
塩
沢
庁
舎
２
０
１
・
２
０
２

　

会
議
室
（
南
魚
沼
市
塩
沢
）

 

日　
　

時 

　

１１
月
１０
日
㊍ 

午
後
１
時
～
午
後
４
時

 

会　
　

場 

　

魚
沼
市
守
門
庁
舎
内
「
守
門
会
館
」

  

（
魚
沼
市
須
原
）

 
問 　

新
潟
地
方
法
務
局　

南
魚
沼
支
局

　

 　

☎
７
７
２ 

・ 

２
１
６
４

人
権
相
談
所

 

日　
　

時  

　
　

 

１１
月
１６
日
㊌

　

 　

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

 

会　
　

場  

　

 　

南
魚
沼
市
塩
沢
庁
舎
２
０
１
・
２
０
２

　
　

 

会
議
室
（
南
魚
沼
市
塩
沢
）

 

相
談
内
容   

　

離
婚
問
題
、
家
庭
や
職
場
に
お
け
る
ト
ラ

ブ
ル
、
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
等
か
ら
の
暴
力
、

セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
女
性
に

関
す
る
人
権
問
題

 

担 

当 
者 

　

女
性
人
権
擁
護
委
員

 

問
合
せ
先 　

　

新
潟
県
地
方
法
務
局
南
魚
沼
支
局　

　

☎
７
７
２
・ 

２
１
６
４

　

法
務
局
南
魚
沼
支
局
と
南
魚
沼
人
権
擁
護

委
員
協
議
会
で
は
、
次
の
こ
と
で
お
困
り
の

方
を
対
象
に
人
権
相
談
を
行
い
ま
す
。

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

事
務
基
本
科
３
期 　

１２
月
入
校
生
募
集

 

対 　

パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
知
識
を
習
得
し
、

　
　

 

就
職
を
希
望
す
る
人

　
　

 

定
員

：

１５
人

 

日 　

１２
月
６
日
㊋
～
平
成

２９
年
３
月
３
日
㊎

　
　

 

平
日
午
前
９
時
～
午
後
３
時

５０
分

 

場 　

魚
沼
サ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル

 

費 　

無
料　

※
但
し
、
テ
キ
ス
ト
代
等
自
己
負
担
あ
り

 

申 　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼

　
　

 

締
切

：

１１
月
１４
日
㊊

 

問 　

県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

　
　
☎
７
９
４
・ 

２
４
１
０

  

日 　

１１
月

２０
日
㊐　

午
後
１
時
～
３
時

 

場 　

イ
オ
ン
六
日
町
店

※
不
妊
・
去
勢
手
術
の
実
施
と
完
全
室
内
飼

　

い
が
条
件
で
、
基
本
健
康
診
断
費
用
等
が

　

か
か
り
ま
す
。
引
き
渡
し
は
後
日
、
ご
自

　

宅
に
な
り
ま
す
。

 

問 　

魚
沼
ア
ニ
マ
ル
サ
ポ
ー
ト　

笛
木

　
　

☎
０
９
０
・ 

１
５
３
３
・ 

４
８
０
５

魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　
　

受
講
生
募
集

募　

　集
他団体

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

開
設

おら

しせ
他団体

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

強
化
週
間

おら

しせ
他団体

猫
の
譲
渡
会

イン

ベト
他団体
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新
鮮
な
「
さ
か
な
」「
や
さ
い
・
く
だ
も
の
」

を
た
く
さ
ん
用
意
し
、
み
な
さ
ま
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

 

日 　

１１
月
１3
日
㊐　

午
前
9
時
～
１１
時

 

場 　

㈱
魚
沼
食
品
流
通
セ
ン
タ
ー

　
　

六
日
町
市
場
内

 

内  　

野
菜
・
果
物
の
即
売
、
農
家
の
新
鮮
野

菜
の
即
売
、
み
か
ん
・ 

り
ん
ご
産
地
品
種
別

味
く
ら
べ
、
来
場
者
参
加
の
セ
リ
販
売
、
豪

華
景
品
ゲ
ー
ム
大
会
、
ま
ぐ
ろ
解
体
シ
ョ
ー
、

さ
ん
ま
つ
か
み
取
り
な
ど
、
楽
し
い
イ
ベ
ン

ト
が
多
数
！

 

問 　

南
魚
沼
市
場
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
　
山
本
　
☎
７
７
２
・ 

３
１
３
２

　

１０
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
！
通
常
よ
り
小
さ
め

の
コ
ー
ト
と
速
度
の
緩
や
か
な
ボ
ー
ル
を
利

用
し
た
テ
ニ
ス
指
導
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

１０
歳
以
下
の
子
供
た
ち
に
年
齢
・
成
長
に

合
わ
せ
、「
レ
ッ
ド
ボ
ー
ル

⇩

オ
レ
ン
ジ
ボ
ー

ル
⇩

グ
リ
ー
ン
ボ
ー
ル
」
と
い
っ
た
よ
う
な
、

３
つ
の
カ
ラ
ー
に
よ
る
段
階
を
通
じ
た
練
習

 

～
建
設
副
産
物 

　
　
　
　

 

知
恵
と
技
術
で
リ
サ
イ
ク
ル
～

　

建
設
産
業
で
は
、
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
に

基
づ
き
、
再
生
資
材
と
し
て
利
用
で
き
る
特

定
の
建
設
廃
棄
物
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊
や
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
塊
、木
材
な
ど
）
の
「
分
別
解
体
」

と
「
リ
サ
イ
ク
ル
」
を
積
極
的
に
推
進
し
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
一
方
で
は
依
然
と
し
て
建
設
廃

棄
物
の
不
法
投
棄
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

公
共
工
事
に
限
ら
ず
、
一
般
家
屋
の
解
体

な
ど
の
際
に
は
、
業
者
に
適
正
な
分
別
解
体
・

再
資
源
化
を
促
す
な
ど
、
町
民
の
皆
様
に
お

か
れ
て
も
、
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

北
陸
地
方
建
設
副
産
物
対
策
連
絡
協
議
会

Ｈ
Ｐ

：h
ttp

://w
w

w
.h

rr.m
lit.g

o
.jp

/
　
　
　

g
ijyu

tu
/fu

ku
sa

n
b

u
tu

/

 

問 　

北
陸
地
方
建
設
副
産
物
対
策
連
絡

　
　

 

協
議
会　

事
務
局
（
北
陸
地
方
整
備
局

　

 　

企
画
部
技
術
管
理
課　

教
習
係
）

　
　

 

☎ 

０
２
５ 

・
２
８
０ 

・
８
８
８
０

を
行
い
ま
す
。

 

コ
ー
ス 

 

・
T
e
n
n
i
s
 
b
a
b
y　

　

午
後
５
時
～
（

５０
分
）

　

～
６
歳　

レ
ッ
ド
ボ
ー
ル
使
用

　

定
員

：

１２
名
（
週
１
可
）

 

・
T
e
n
n
i
s
 
k
i
d
s

　

午
後
６
時
～
（

５０
分
）

　

７
歳
～
１０
歳　

オ
レ
ン
ジ
ボ
ー
ル
使
用　

　

定
員

：

８
名
（
週
１
可
）

※
い
ず
れ
も
木
曜
・
金
曜
の
週
２
回

 

場 　

 
湯
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

 

費  　

 
月
８
回　

８
，
０
０
０
円
、

　
　

  

ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
込
み

※
ラ
ケ
ッ
ト
は
無
料
で
貸
し
出
し
で
き

　

ま
す
。　

 

問 　

Ｓ  -

ａ
ｉ
ｄ　

 

ｔ
ｅ
ｎ
ｎ
ｉ
ｓ 

　
　

Ｐ
ｌ
ａ
ｙ
＆
Ｓ
ｔ
ａ
ｙ

　
　

☎
０
９
０ 

・
９
３
０
８ 

・
８
０
１
５

　
　

     sa
id

.p
ro

.te
n

n
is@

g
m

a
il.co

m

Ｈ
Ｐ

：s-a
id

te
n

n
is.w

ixsite
.co

m
/

　
　
　

 s-a
id

 日  ：日時・期間 　 場  ：会場 　 内  ：内容 　 対  ：対象・定員 　 費  ：参加費・入場料 　 持  ：持ち物 　 申  ：申し込み 　 問  ：問い合わせ

南
魚
沼
市
場
ま
つ
り

イン

ベト
他団体

Ｓ
‐
ａ
ｉ
ｄ 

ｔ
ｅ
ｎ
ｎ
ｉ
ｓ 

Ｐ
ｌ
ａ
ｙ
＆
Ｓ
ｔ
ａ
ｙ

おら

しせ
他団体

「
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
」

おら

しせ
他団体

使
用
済
み
天
ぷ
ら
油
の
回
収

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

回
収
す
る
油
は
植
物
系
の
天
ぷ
ら
油

の
み
で
す
！
（
菜
種
油
、
大
豆
油
、
ご

ま
油
、
コ
ー
ン
油
、
サ
ラ
ダ
油
な
ど
）

　

ご
み
の
減
量
や
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル

の
た
め
、
使
用
済
み
天
ぷ
ら
油
は
捨
て

ず
に
回
収
場
所
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

11
月
の
使
用
済
み

　
　

天
ぷ
ら
油
の
回
収
は

１１
月
１４
日
㊊
～
１８
日
㊎

 

役　

場　

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時

 

公
民
館　

午
前
９
時　
　

～
午
後
５
時

  

役
場
・
公
民
館
の
正
面
玄
関
前
で
行
い
ま
す

①
水
、
天
か
す
等
の
異
物
は
取
り
除
い
て
く

　

 

だ
さ
い
。

②
必
ず
油
の
入
っ
て
い
た
容
器
に
入
れ
て
出 

　

し
て
く
だ
さ
い
。（
缶
入
り
製
品
の
場
合
の

　

み
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
可
。）

③
容
器
の
蓋
は
し
っ
か
り
締
め
て
く
だ
さ
い
。

④
設
置
さ
れ
て
い
る
回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
、

　

 

容
器
を
立
て
て
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
一
般
用
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
油
が

　

対
象
で
す
。

※
賞
味
期
限
の
切
れ
た
油
も
回
収
し
ま
す
。

 

問 　

湯
沢
町
役
場　

環
境
農
林
課　

　
　

☎
７
８
８ 

・
０
２
９
１

　9



 

共
同
浴
場
の
臨
時
休
業
に
つ
い
て 

　

共
同
浴
場
の
修
繕
調
査
を
次
の
日
程
で
実

施
す
る
為
に
、
３
日
間
連
続
で
休
業
い
た
し

ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

湯
元
共
同
浴
場　

山
の
湯　
　

（
毎
週
火
曜
日
定
休
）

１１
月
28
日
㊊
、
29
日
㊋
、
30
日
㊌
の
３
日
間
。

下
湯
沢
共
同
浴
場　

駒
子
の
湯　

（
毎
週
木
曜
日
定
休
）

１１
月

１６
日
㊌
、
１７
日
㊍
、

１８
日
㊎
の
３
日
間
。

土
樽
共
同
浴
場　

岩
の
湯　
　

（
毎
週
水
曜
日
定
休
）

１１
月

１４
日
㊊
、
１５
日
㊋
、

１６
日
㊌
の
３
日
間
。

二
居
共
同
浴
場　

宿
場
の
湯　

（
毎
週
木
曜
日
定
休
）

１１
月
９
日
㊌
、

１０
日
㊍
、
１１
日
㊎
の
３
日
間
。

推
薦
採
用
試
験

 

採
用
予
定
数 　

約
60
名

 

応
募
資
格 

　

中
学
卒
業（
見
込
み
）
の
１７
歳
未
満
の
男
子

　
（
学
校
長
の
推
薦
等
が
必
要
）

 

受
付
期
間 

　

１１
月
１
日
㊋
～
１２
月
２
日
㊎

 

試 

験 

日 

　

平
成
29
年
１
月
７
日
㊏
～
9
日
㊊
の
指
定

さ
れ
る
１
日

 

試
験
科
目 

　

口
述
試
験
、
筆
記
試
験
、（
作
文
含
む
）

及
び
身
体
検
査

 

合
格
発
表 　

平
成
29
年
1
月
18
日
㊌

一
般
採
用
試
験

 

採
用
予
定
数 　

約
２
６
０
名

 

応
募
資
格 

　

中
学
卒
業（
見
込
み
）
の
１７
歳
未
満
の
男
子

 

受
付
期
間 

　

１１
月
１
日
㊋
～
平
成
29
年
１
月
6
日
㊎

 

試 
験 

日 

　

一
次
試
験

　
　

平
成
29
年
１
月
２１
日
㊏

　

二
次
試
験

　
　

平
成
29
年
２
月
２
日
㊍
～
５
日
㊐

　
　

の
指
定
さ
れ
る
１
日

 

共
同
浴
場
の
営
業
日
の
ご
案
内
に
つ
い
て 

土
樽
共
同
浴
場　

岩
の
湯　
　

（
毎
週
水
曜
日
定
休
）

　

１１
月
２３
日
㊌
は
、
休
ま
ず
に
営
業
い
た

し
ま
す
。

　

１１
月
２３
日
㊌
の
振
替
休
日
と
し
て
、

１１
月
25
日
㊎
を
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

◎ 

会
員
の
方
は
ご
利
用
の
際
、
必
ず
会
員

　

 

証
を
受
付
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

◎ 

年
間
券
を
お
持
ち
の
方
は
、
年
間
券
と

　
 

会
員
証
の
両
方
が
良
く
見
え
る
よ
う
に
、

　

 
受
付
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

 

問 　
（
一
財
）
湯
沢
町
総
合
管
理
公
社

　
　
　
☎
７
８
４ 
・
１
５
１
１

　

入
学
す
る
と
３
学
年
修
了
時
、
神
奈
川
県

立
横
浜
修
悠
高
等
学
校
（
通
信
制
）
の
卒
業

資
格
が
得
ら
れ
、
防
衛
大
学
・
航
空
学
生

（
パ
イ
ロ
ッ
ト
過
程
）
も
受
験
資
格
が
得
ら

れ
ま
す
。
最
年
少
（
19
～
20
歳
）
で
３
等
陸

曹
に
昇
任
す
る
た
め
、
幹
部
自
衛
官
に
な
る

の
も
最
短
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
３
年

間
授
業
料
・
宿
舎
・
食
事
は
無
料
で
、
月
額

９
６
，０
０
０
円
の
生
徒
手
当
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

 

試
験
科
目 

　

一
次
試
験

　
　

国
語
・
社
会
・
数
学
・
理
科
・

　
　

英
語
・
作
文

　

二
次
試
験

　
　

口
述
試
験
、
身
体
検
査

 

合
格
発
表 　

　

一
次
試
験　

平
成
29
年
1
月
２７
日
㊎

　

最
終
合
格　

平
成
29
年
２
月
１７
日
㊎　

 

教
育
内
容 　

　

高
等
学
校
教
育
、
防
衛
学
、
専
門
技
術
、

　

ク
ラ
ブ
活
動
等

 

待　
　

遇 

　

給
与
・
賞
与
支
給
、
週
休
2
日
制
、
年
末

　

年
始
・
夏
季
休
暇
、
高
等
学
校
卒
業
資
格

　

取
得
（
授
業
料
不
要
）

 

問
合
わ
せ 

　

自
衛
隊
新
潟
地
方
協
力
本
部
長
岡
出
張
所

　
☎
０
２
５
８
・ 

３
３
・ 

０
２
５
６

　
　

n
a
g

a
o

ka
0

0
1

@
rct.g

sd
f.m

o
d

.

　
　

g
o

.jp

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒
採
用
試
験
の
ご
案
内

おら

しせ
他団体

共
同
浴
場
か
ら
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

おら

しせ
他団体
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湯
沢
町
で
は
次
の
施
設
に
つ
い
て
指
定
管

理
者
を
募
集
し
ま
す
。

 

委
任
施
設
の
概
要
等 

①
名　

称　

大
源
太
キ
ャ
ニ
オ
ン

　
　
　
　
　

青
少
年
旅
行
村

②
所
在
地　

湯
沢
町
大
字
土
樽
字

　
　
　
　
　

向
原
及
び
そ
の
周
辺

　
　
　
　
　
（
大
源
太
湖
上
流
付
近
）

③
施
設
の
概
要

　

中
央
管
理
棟
木
造
２
階
建　

１
８
５
．５
㎡

　

キ
ャ
ン
プ
場　

84
区
画　

１
１
，０
０
０
㎡

　

多
目
的
広
場　

１
，７
０
０
㎡

　

駐
車
場　

駐
車
可
能
台
数　

約
１
０
０
台

　

ト
イ
レ　

２
棟　

５
３
．３
㎡

　

給
排
水
施
設　

ほ
か

 

指
定
管
理
者
が
行
う
業
務
の
範
囲 

①
旅
行
村
の
利
用
の
許
可
に
関
す
る
業
務

②
旅
行
村
の
利
用
料
金
の
収
受
に
関
す
る

　

業
務

③
旅
行
村
施
設
の
維
持
管
理
に
関
す
る
業
務

④
各
種
の
自
主
事
業
に
関
す
る
業
務

⑤
旅
行
村
の
宣
伝
広
報
業
務

 

指
定
期
間 

　

平
成
２９
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
３４
年

　

３
月
３１
日
ま
で
の
５
年
間
の
予
定
で
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

問 　

 

湯
沢
町
役
場　

観
光
商
工
課

　
　

  

☎
７
８
４
・ 

４
８
５
０

　
　

  

FAX
７
８
４
・ 

３
５
８
２

 

委
任
施
設
の
概
要
等 

①
名　

称　

蓬
ヒ
ュ
ッ
テ

②
所
在
地　

湯
沢
町
大
字
土
樽
字

　
　
　
　
　

西
山
東
山
国
有
林
１
３
２
ハ

　
　
　
　
　

林
小
班
・
１
３
２
林
班
イ
小
班

③
施
設
の
概
要

　

敷
地
面
積
１
５
７
㎡　

　

建
築
面
積
４
８
．０
６
㎡

 

指
定
管
理
者
が
行
う
業
務
の
範
囲 

①
蓬
ヒ
ュ
ッ
テ
の
利
用
の
許
可
に
関
す
る

　

業
務

②
蓬
ヒ
ュ
ッ
テ
利
用
料
金
の
収
受
に
関
す
る

　

業
務

③
蓬
ヒ
ュ
ッ
テ
の
維
持
管
理
に
関
す
る
業
務

④
各
種
の
自
主
事
業
に
関
す
る
業
務

⑤
蓬
ヒ
ュ
ッ
テ
の
宣
伝
広
報
業
務

 

指
定
期
間 

　

平
成
２９
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
３４
年

　

３
月
３１
日
ま
で
の
５
年
間
の
予
定
で
す
。。

 

応
募
資
格  

・  

応
募
の
手
続  
・  

そ
の
他 

　

大
源
太
キ
ャ
ニ
オ
ン
と
同
じ

 

応
募
資
格 

　

公
募
の
公
示
の
日
（
平
成

２８
年

１０
月
３１
日
）

現
在
、
町
に
主
た
る
事
業
所
を
有
し
て
い
る

法
人
そ
の
他
の
団
体
。
な
お
、
法
人
格
の
有

無
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
個
人
は
応
募
で
き
ま

せ
ん
。
複
数
の
法
人
等
が
グ
ル
ー
プ
を
構
成

し
て
応
募
す
る
場
合
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
グ
ル
ー
プ
の
代
表
団
体
を
決
め
て
く
だ
さ

　

い
。
他
の
団
体
は
構
成
団
体
と
し
ま
す
。

②
代
表
団
体
の
代
表
者
を
グ
ル
ー
プ
の
代
表

　

者
と
し
ま
す
。

③
同
一
の
法
人
等
が
複
数
の
グ
ル
ー
プ
に
同

　

時
に
所
属
し
て
応
募
す
る
こ
と
は
で
き
ま

　

せ
ん
。

※
そ
の
他
応
募
資
格
の
詳
細
は
募
集
要
綱
に

よ
り
ま
す
。
募
集
要
綱
及
び
業
務
基
準
書
は

湯
沢
町
役
場
観
光
商
工
課
で
交
付
し
ま
す
。

 

応
募
の
手
続 

①
応
募
方
法

　

申
請
書
に
提
出
書
類
を
添
付
し
て
湯
沢
町

役
場
観
光
商
工
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
申
請
書
及
び
提
出
書
類
は
、
湯
沢
町
役

場
観
光
商
工
課
で
交
付
し
ま
す
。

②
受
付
期
間

　

11
月
14
日
㊊
か
ら
11
月
24
日
㊍

 

そ
の
他 

①
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
募
集
要
綱
及

　

び
業
務
基
準
書
に
よ
り
ま
す
。

②
こ
の
募
集
に
関
し
て
不
明
な
点
や
詳
細
に

　

つ
い
て
は
、
湯
沢
町
役
場
観
光
商
工
課
に

大
源
太
キ
ャ
ニ
オ
ン

青
少
年
旅
行
村 

指
定
管
理
者
募
集

おら

しせ
町から

山
小
屋　

蓬
ヒ
ュ
ッ
テ

　
　
　

指
定
管
理
者
募
集

おら

しせ
町から

つ
ば
め
（
其
の
二
）　

　
　
　
　
　
　

上
中　

髙
橋　

英
男

き
び
し
い
大
平
洋
の
大
海
原
を
飛
び
越
え
て

マ
ッ
チ
箱
の
よ
う
な
わ
が
家
に
燕
が
巣
を
作
っ
た

こ
れ
は　

昨
年
家
に
来
た
つ
ば
め
で
あ
ろ
う
か

昨
年
は
元
気
が
な
く
や
っ
と
子
育
て
し
た
よ
う
だ

今
年
は
キ
ラ
キ
ラ
と
瞳
を
輝
せ

翼
は　

一
本
一
本
強
く
生
き
生
き
と
し
て
い
る

だ
が
夏
至
海
の
日
も
遠
く
な
り　

秋
分
の
日
が
来
る

空
に
は
円
を
描
く
か
の
よ
う
に
し
て

親
ど
り
が
飛
ぶ
よ
う
に
な
っ
た　

こ
れ
は

身
を
守
る
た
め
の
壮
烈
な
羽
搏
を

子
ら
に
教
え
て
い
る
姿
だ
と
言
う

年
々
そ
の
数
が
減
っ
て
来
て
い
る
と
言
う
が

長
い
道
程
に
は
命
を
落
す
仲
間
も
い
る
事
だ
ろ
う

た
っ
た
一
ツ
し
か
な
い
尊
い
人
間
の
命
も

つ
ば
め
の
命
も
同
じ
事　

確
か
り
と
鍛
え
れ
る

一
方　

南
の
国
の
大
空
で
は

逞
ま
し
く
成
長
し
た
子
つ
ば
め
を
見
よ
う
と

ま
だ
か
ま
だ
か
と　

首
長
く
し
て
居
る
事
だ
ろ
う

投
稿

　11



　

今
年
は
１
２
１
名
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意

見
は
、
こ
れ
か
ら
の
町
政
運

営
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
一
部
を
を
抜
粋
し

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

観
光
産
業
に
関
す
る
こ
と

 

問 　

民
泊
に
つ
い
て
町
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

 

答 　

国
で
は
外
国
人
旅
行
客
の
増

加
に
よ
る
宿
泊
施
設
の
不
足
に
備
え

る
た
め
法
整
備
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
湯
沢
町
と
し
て
は
現
在

の
宿
泊
施
設
で
足
り
て
い
ま
す
。
法

律
が
変
わ
っ
た
場
合
、
手
続
き
を

取
っ
て
も
ら
う
な
ど
し
っ
か
り
と
対

応
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
マ
ン
シ
ョ
ン
は
管
理
組
合
の

同
意
が
必
要
と
な
る
見
込
み
で
あ

り
、
町
と
し
て
も
安
易
に
民
泊
を
容

認
し
な
い
方
針
で
す
。

 

問 　

湯
沢
町
は
グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ

ン
が
弱
い
と
思
う
の
で
、
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
も
っ
と
充

実
さ
せ
て
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
楽
し
め

る
町
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
。
特
に

初
心
者
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る
レ
ベ

ル
の
登
山
関
係
の
整
備
を
行
っ
て
は

ど
う
か
。

 

答 　

グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
を
強
化

す
る
こ
と
は
、
お
客
様
の
増
加
と
夏

場
の
仕
事
の
増
加
に
も
つ
な
が
り
、

職
種
に
も
厚
み
が
出
て
よ
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
湯
沢
町
を
オ
ー
ル

シ
ー
ズ
ン
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め

の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

安
心
安
全
に
関
す
る
こ
と

 

問 　

災
害
時
の
避
難
訓
練
や
避
難

体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
避

難
所
に
は
食
糧
の
備
蓄
を
お
願
い
し

た
い
。

 

答 　

避
難
所
の
開
設
訓
練
は
行
っ

て
い
ま
す
。
食
糧
の
備
蓄
に
つ
い
て

は
、
町
内
で
孤
立
の
可
能
性
の
あ
る

箇
所
を
優
先
に
配
備
し
て
い
ま
す
。

訓
練
の
規
模
や
頻
度
に
つ
い
て
は
必

要
に
応
じ
て
見
直
し
ま
す
。

 

問 　

防
犯
カ
メ
ラ
を
町
中
に
設
置

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

答 　

観
光
の
町
と
し
て
も
防
犯
は

重
要
な
課
題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
検
討
し
ま
す
。

　

子
育
て
に
関
す
る
こ
と

 

問 　

休
日
保
育
な
ど
保
育
を
手
厚

く
し
過
ぎ
る
と
、
親
が
子
ど
も
の
面

倒
を
み
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

 

答 　

親
子
の
触
れ
合
い
は
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。
働
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
親
御
さ
ん
の
こ
と
も
考
慮
し
な

が
ら
、
親
と
し
て
の
役
割
を
果
た
せ

る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

 

問 　

子
ど
も
達
が
土
日
に
遊
べ
る

遊
具
が
あ
る
公
園
を
作
っ
て
も
ら
い

た
い
。

 

答 　

そ
の
よ
う
な
意
見
を
よ
く
聞

き
ま
す
の
で
、
作
る
場
所
な
ど
を

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

町
の
政
策
に
関
す
る
こ
と

 

問 　

婚
活
支
援
に
力
を
入
れ
て
も

ら
い
た
い
。

 

答 　

町
で
は
（
株
）
ツ
ヴ
ァ
イ
と

い
う
結
婚
相
手
紹
介
サ
ー
ビ
ス
会
社

を
利
用
し
た
婚
活
支
援
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
入
会
金
は
町
が
負
担

し
、
自
分
に
合
っ
た
人
を
紹
介
し
て

も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で
す
。
ま
た
、

婚
活
イ
ベ
ン
ト
も
行
う
予
定
で
す
の

で
、
是
非
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

 

問 　

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略

で
、
今
い
る
町
民
を
守
る
事
が
で
き

る
の
か
。
今
い
る
町
民
が
便
利
で
安

心
な
事
業
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

 

答 　

人
口
は
少
し
ず
つ
減
少
し
て

い
ま
す
。
今
住
ん
で
い
る
町
民
の
生

活
を
維
持
し
な
が
ら
、
移
住
定
住
者

が
増
え
る
よ
う
に
政
策
を
考
え
な
く

て
は
、
町
の
活
力
が
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
起
業
支
援
や
新
幹
線
通

勤
補
助
な
ど
を
行
い
、
若
い
世
代
を

呼
び
込
め
る
よ
う
力
を
入
れ
て
い
き

ま
す
。

ふ
れ
あ
い
懇
談
会

多
く
の
ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 報
　告

　

婚
活
ほ
ど
重
く
な
い
ラ
イ
ト
な

パ
ー
テ
ィ
で
す
。
楽
し
み
な
が
ら

恋
人
探
し
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
サ

ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
の
で
気

に
な
る
人
と
も
急
接
近
！！

　

将
来
の
結
婚
相
手
も
見
つ
か
る

か
も

！？

 

日
時 　

１１
月
６
日
㊐　

　
　
　

午
前
１１
時
～

　
　
　
　
　

午
後
２
時

３０
分

　
　
　
（
受
付

：

１０
時

３０
分
～
）

 

場
所 　

ホ
テ
ル
双
葉

 

費
用 　

男
性
６
，０
０
０
円

　
　
　

女
性
４
，０
０
０
円

 

対
象 　

湯
沢
町
・
南
魚
沼
市
在
住

　
　
　

の
２０
歳
以
上
で
独
身
の
方

　
　
　

１
０
０
名
（
男
性

５０
名
・

　
　
　

女
性

５０
名
）

 

申
込 　

Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
　
　

に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　

詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ
ま
で
。

 

問 　

 

雪
国
青
年
会
議
所　

担
当

：

井
口

☎
０
８
０
・
６
５
１
４
・
０
３
５
５

FAX
７
８
０ 

・
６
０
７
２

　

ko
ika

tu
ju

ku
@

g
m

a
il.co

m

Ｈ
Ｐ

：h
ttp

://g
a
ta

-co
n

.

　
　
　

 co
m
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ー
テ
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問 　

湯
沢
町
の
働
く
場
は
観
光
が

メ
イ
ン
で
多
様
性
に
欠
け
る
と
思

う
。
若
い
世
代
に
来
て
も
ら
え
る
よ

う
な
政
策
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

 

答 　

湯
沢
町
は
観
光
で
成
り
立
っ

て
い
る
町
で
す
が
、
も
っ
と
多
く
の

若
い
世
代
に
も
働
い
て
も
ら
え
る
よ

う
に
企
業
誘
致
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
起
業
支
援

や
子
育
て
支
援
な
ど
も
充
実
し
、
職

業
選
択
の
幅
が
増
え
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

企
業
誘
致
に
関
す
る
こ
と

 

問 　

定
住
人
口
の
増
加
に
は
企
業

誘
致
が
大
切
だ
と
思
う
。
ま
た
、
多

様
な
雇
用
の
場
が
あ
っ
た
ほ
う
が
よ

い
と
思
う
。

 

答 　

観
光
立
町
と
し
て
観
光
業
を

頑
張
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
と
同
時
に
、
企
業
誘
致
に
関

し
て
は
４
月
か
ら
採
用
し
た
企
業
誘

致
推
進
官
と
職
員
が
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
未
利
用
の
町
有
地

に
つ
い
て
は
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
設
定
せ

ず
、
誘
致
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

 

問 　

借
り
手
が
い
な
い
廃
校
等
の

利
活
用
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

 

答 　

昨
年
、
町
内
外
の
民
間
企
業

に
対
し
利
活
用
の
募
集
を
行
い
、
旧

土
樽
小
、
旧
三
俣
小
を
貸
付
し
ま
し

た
。
残
り
の
廃
校
等
に
つ
い
て
は
引

き
続
き
地
域
振
興
や
雇
用
創
出
の
た

め
に
ノ
リ
タ
光
学
跡
地
と
併
せ
て
誘

致
を
行
い
ま
す
。

　

移
住
定
住
対
策
に
関
す
る
こ
と

 

問 　

町
に
魅
力
が
な
い
と
Ｉ
タ
ー

ン
は
来
な
い
と
思
う
が
何
か
政
策
は

あ
る
の
か
。

 

答 　

移
住
定
住
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
移
住
し
て
く
る
方
に
、
住
宅

取
得
に
か
か
る
固
定
資
産
税
相
当
額

の
補
助
や
新
幹
線
通
勤
補
助
を
考
え

て
い
ま
す
。
子
育
て
の
支
援
に
つ
い

て
は
、
18
歳
以
下
の
子
ど
も
の
医
療

費
を
無
料
化
し
ま
す
。
学
童
保
育
や

病
児
病
後
児
保
育
の
体
制
な
ど
は
県

内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
を
魅
力
の
一

つ
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

 

問 　

24
歳
前
後
の
若
者
を
サ
ブ

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
設
定
し
、
支
援
す
る

こ
と
は
よ
い
こ
と
だ
と
思
う
。
ま
た
、

Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
も
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上

げ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
宣
伝
し
て
は

ど
う
か
。

 

答 　

サ
ブ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
24
歳
±

５
歳
と
い
う
の
は
、
東
京
に
い
る
生

産
年
齢
人
口
の
中
で
も
湯
沢
町
出
身

の
方
た
ち
も
含
め
大
学
を
卒
業
し
て

数
年
経
っ
た
く
ら
い
を
想
定
し
て
い

ま
す
。
町
が
今
後
も
存
続
し
て
い

く
た
め
に
、
若
い
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
し
て
呼
び
込
ん
で
い
き
ま
す
。

も
っ
と
関
東
方
面
へ
Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ

う
に
各
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
て
い
き

ま
す
。

　

湯
沢
学
園
に
関
す
る
こ
と

 
問 　

湯
沢
学
園
の
子
ど
も
達
が
あ

い
さ
つ
を
し
て
く
れ
て
う
れ
し
い
。

 

答 　

あ
い
さ
つ
運
動
が
広
ま
っ
て

い
て
、
観
光
客
か
ら
も
好
評
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
か

ら
は
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
に
出
て
い
た

だ
き
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
学
校
運
営
協
議
会
で
も
あ
い
さ

つ
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
町
民
の

皆
さ
ん
も
あ
い
さ
つ
を
返
し
た
り
、

保
育
園
児
が
乗
っ
て
い
る
送
迎
バ
ス

を
見
た
ら
手
を
振
っ
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
町
内
14
会
場
で

　
　
　
　
　
行
わ
れ
ま
し
た

６
月

　

２０
日
㊊
湯
沢
町
公
民
館
浅
貝
分
館

　

２２
日
㊌
二
居
集
会
所

　

２３
日
㊍
み
つ
ま
た
地
区
館

　

２８
日
㊋
湯
沢
高
原
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

　

２９
日
㊌
西
中
会
館

　

３０
日
㊍
楽
町
会
館

７
月

　

４
日
㊊
松
川
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

　

５
日
㊋
滝
之
又
会
館　

　

６
日
㊌
農
山
村
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　

１１
日
㊊
中
子
添
名
集
落
セ
ン
タ
ー

　

１２
日
㊋
原
公
民
館

　

１９
日
㊋
湯
沢
町
公
民
館

　

２６
日
㊋
神
立
中
央
会
館

　

２７
日
㊌
神
立
中
央
集
会
場

に
い
が
た
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ

潟
コ
ン
in
東
京
・
六
本
木

　

新
潟
生
ま
れ
、
新
潟
育
ち
、
県

内
の
学
校
出
身
な
ど
新
潟
に
関
り

が
あ
れ
ば
オ
ー
ル
Ｏ
Ｋ
！
未
婚
・

既
婚
も
関
係
な
し
！
飲
み
放
題
の

立
食
Ｂ
ｉ
ｇ
パ
ー
テ
ィ
で
す
！

 

日
時 　

11
月
20
日
㊐

　
　
　

午
後
２
時
～
５
時

　
　
　
（
受
付

：

午
後
1
時
～
）

 

場
所 　

ベ
ル
サ
ー
ル　

　
　
　

泉
ガ
ー
デ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　
（
東
京
都
港
区
六
本
木

　
　
　

１
・
５
・
２ 

B
１
）

 

費
用 　

当
日
参
加　

３
，５
０
０
円

　
　
　

事
前
申
込　

３
，０
０
０
円

 

対
象 　

新
潟
県
出
身
者
（
25
歳
～

　
　
　

30
歳
ま
で
の
男
女
）

　
　
　

５
０
０
名

※
事
前
申
込
期
限

：

１１
月

１０
日
㊍

詳
し
く
は
潟
コ
ン
実
行
委
員
会

こ
ち
ら
ま
で
！

Ｈ
Ｐ

：h
ttp

://g
a
ta

-co
n

.

　
　
　

 co
m
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/
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主
催
】　

新
潟
県
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○作品展覧会

　11 月 1 日㊋～ 11 月 3 日㊍　湯沢町公民館

　　　午前 9 時～午後 8 時（3 日は午後 4 時まで）

　1 階　ロビー：お茶席（3 日）
　　　　和　室：陶芸、手工芸
　　　　研修室：生花
　2 階　練習室：湯沢学園作品展 
　　　　ホワイエ：こども書道教室作品
　　　　ホール：絵画、書道、写真、彫刻、切り絵、
　　　　　　　　押し花など
　3 階　会議室：図書室除籍図書譲渡会（1 日～ 3 日）
　　　　　　　　体験型プログラム（3 日）

参加体験型プログラム

化祭
○カリグラフィー体験

11 月 3 日㊍　午後

 時間 　午後１時から午後 3 時

 会場  　３階　会議室

 対象 　どなたでも OK

 内容 　専用のペンを使っておしゃれな文字を

　　　 練習します。

 費用 　無料

 担当 　カリグラフィー教室

○陶芸（絵付け）体験

11 月 3 日㊍　午後

 時間 　午後 1 時～午後 3 時

 会場  　3 階　実習室

 対象 　どなたでも OK（先着 20 名）

 内容 　素焼きされた皿や湯飲みに自由に絵付け

　　 　をします。作品は本焼きをして後日お渡

　　　 しします。

 費用 　1 点 300 円（1 名 2 点まで）

 担当 　陶芸サークル

○お茶席

11 月 3 日㊍　

 時間 　午前 10 時～午後 3 時

 会場  　１階　ロビー

 対象 　どなたでも OK

 内容 　作法は特にありません。日本の文化と

　　　 季節を感じながら、気軽にお茶と和菓子

　　　 を楽しみましょう。

 費用 　300 円 ※公民館窓口にて前売券も販売

　　　 　　　  しています。価格は同額です。

 担当 　宗愛会

○こども書道教室作品

　冬休み・夏休みに子どもを対象にした公民館主催事業

での成果作品を展示します。

○図書譲渡会

　今年度実施した蔵書点検にて除籍された図書を無償で

希望者にお譲りします。ゆったりとしたスペースでくつ

ろぎながら本をお選びいただけます。

11 月 1 日㊋～ 3 日㊍　湯沢町公民館
　　　1 日・2 日 午前 9 時～午後 8 時
　　　３日　　　 午前 9 時～午後 3 時

3 階　会議室

※図書はすべて無料（ただし、お一人様 4 点まで。うち、
雑誌については同種類 2 冊までとさせていただきます）
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※スポーリア湯沢様、雪國の宿高半様のご協賛により、町民の方は下記文化施設が無料で入館できます。
　見学を希望される方はそれぞれの施設でご住所の分かるものをご提示ください。

協賛事業

第 32 回湯沢町芸能発表会　

スポーリア湯沢　
　「きり絵　関口コオミュージアム・湯沢」

　11 月 3 日㊍　開館時間　午前９時～午後 7 時
　　国際舞台で活躍されている関口コオ氏による

　　きり絵美術館です。

　　

△

ホテルスポーリア湯沢　☎７８４－１１１２

雪國の宿 高半　「かすみの間」　

　11 月 3 日㊍　開館時間　午前９時～午後５時
　　川端康成の小説『雪國』が執筆された

　　「かすみの間」や展示室があります。

　　

△

雪國の宿　高半　☎７８４－３３３３

湯沢町歴史民俗資料館「雪国館」

　11 月 3 日㊍　開館時間　午前９時～午後 5 時
　　　　　　　　　　　　　　（入館は 4 時 30 分まで）

　小説『雪國』ゆかりのものから雪国・湯沢の暮らしまで

　様々な展示を通して、物語の世界をお楽しみください。

　（雪国館パンフレットより）

★ 10 月 1 日㊏より川上四郎特別展開催中です★

日本童画の父、川上四郎の「良寛さ」（複彩画）25 点と、

直筆年賀状 37 枚を展示します。

△

湯沢町歴史民俗資料館「雪国館」　

　☎７８４－３９６５

11 月 13 日㊐　 開場　正午     開演　午後 0時 30 分　　  湯沢町公民館　２階ホール

主催：湯沢町芸能協会、湯沢町公民館

NO 部門 発表内容 団体名

１ 合　　奏
草津節、斉太郎節、
長者の山

藤本秀史大正琴会

２ よさこい 祭りの都へと よさこい湯沢雪華

３ 民　　謡 天竜下れば 中子民謡会

４ フラダンス プア・カーネーション 湯沢フラの会

５ 民　　謡 米節 中子民謡会

６ 新 舞  踊 艶姿恋絵巻 美のり会

７ フラダンス
ホオプカイ・カイ・カラ、
ヒロ・フラ

フラの会　プルメリア

８ カラオケ 越後水源 田村演歌教室

９ 新舞踊・唄 越後湯沢の恋女
美雪芝峰会・
唄　上村清隆

１０ よさこい 南中ソーラン よさこい湯沢雪華

１１ 民　　謡 津軽アイヤ節 すみれ会

１２ 筝　　曲
千鳥の曲、
さくら舞曲

湯沢翠染会

NO 部門 発表内容 団体名

１ 大 正 琴
おかあさん、
天城越え

大正琴　花水木の会

２ 新 舞  踊 男の明日に 美のり会

３ 新 舞  踊 チャンチキ恋唄 美雪芝峰会

４ 民　　謡 猿島豊年音頭 中子民謡会

５ 新 舞  踊 雨の慕情 美雪秀光会

６ 詩　　吟
冨士山、
和歌　親思う、信濃路

國隆吟詠会

７ フラダンス ３６５日の紙飛行機 湯沢フラの会

８ カラオケ 風雪峠 田村演歌教室

９ 弾 語 り
見上げてごらん夜の星を、
マイウェイ

ラ・フール

１０ 民　　謡 秋田おばこ すみれ会

１１ 新 舞  踊 お江戸チョイチョイ節 美雪秀光会

１２ フラダンス
ヘ・アロハノ・
　　　　ホノルル

フラの会　プルメリア

１３ 弾 語 り
僕の胸でおやすみ、
あの唄はもう
　　　　唄わないのですか

フレンドクラブ

第1部 第２部

文化

入場無料
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魚
沼
地
域
定
住
自
立
圏
構
想

 

定
住
自
立
圏
構
想
と
は

こ
れ
ま
で
の
取
組
み

共
生
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま
し
た

○
中
心
市
宣
言

　
（
平
成
２７
年
９
月
２９
日
）

　

中
心
市
要
件
を
満
た
す
南
魚
沼

市
が
、
魚
沼
市
、
湯
沢
町
を
含
む

圏
域
全
体
の
発
展
に
向
け
て
中
心

的
な
役
割
を
担
う
「
中
心
市
宣
言
」

を
行
い
ま
し
た
。

○
形
成
協
定
の
締
結

　
（
平
成
２８
年
３
月
２５
日
）

　

相
互
に
役
割
分
担
し
な
が
ら
連

携
し
て
い
く
こ
と
を
示
し
た
「
定

住
自
立
圏
形
成
協
定
」
を
、
中
心

市
（
南
魚
沼
市
）
と
近
隣
市
町
（
魚

沼
市
・
湯
沢
町
）
で
締
結
し
ま
し
た
。

　

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
進
む
地
方
圏
で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
形
成

を
め
ざ
す
構
想
で
す
。
地
方
圏
か
ら
３
大
都
市
圏
へ
の
人
口
流
出
を
食
い
止
め
、

３
大
都
市
圏
か
ら
地
方
圏
へ
人
口
流
入
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

南
魚
沼
市
役
所
を
会
場
に
、
井
口
市

長
が
、
圏
域
全
体
の
発
展
に
向
け
て
、

相
互
に
役
割
分
担
し
な
が
ら
連
携
し
て

い
く
具
体
的
な
連
携
事
業
を
定
め
た「
定

住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し

ま
し
た
。
今
後
、
２
市
１
町
で
は
、
以

下
の
３
つ
の
分
野
で
連
携
し
て
取
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

①
生
活
機
能
の
強
化

　
【
医
療
、
教
育
、
産
業
振
興
、
生
活

　

環
境
、
防
災
、
消
防
】

例
え
ば
・
・
・

○
文
化
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
公
民
館
講
座

　

な
ど
の
利
用
条
件
を
同
一
に
し
、
利

　

用
を
拡
大
し
ま
す
。

○
ご
み
、
し
尿
処
理
施
設
を
共
同
で
建

　

設
す
る
こ
と
で
費
用
を
削
減
し
ま
す
。

②
結
び
つ
き
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

　
【
地
域
公
共
交
通
、
広
報
、
交
流
・

　

移
住
促
進
】

例
え
ば
・
・
・

○
路
線
バ
ス
の
運
行
を
維
持
し
、
利
便

　

性
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

○
各
市
町
で
開
催
す
る
婚
活
支
援
事
業

　

を
拡
げ
、
交
流
人
口
を
増
や
し
ま
す
。

③
圏
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
強
化

　
【
人
材
育
成
】

例
え
ば
・
・
・

○
自
治
体
職
員
を
対
象
と
し
た
合
同
研
修

　

を
開
催
し
、
広
域
連
携
を
進
め
ま
す
。

　

詳
し
く
内
容
を
知
り
た
い
方
は
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
み
を
進
め
る
こ
と
で
、

５
年
後
の
平
成
32
年
度
に
、
国
立
社
会
保

障
・
人
口
減
少
問
題
研
究
所
が
推
計
し
た

将
来
推
計
人
口
約
10
万
人
か
ら
約
2
千
人

多
い
定
住
人
口
の
確
保
を
め
ざ
し
ま
す
。

平
成
32
年
度　

魚
沼
地
域
定
住
人
口　

10
万
人
か
ら
10
万
2
千
人
へ
【
＋
2
千
人
】

Ｈ22（国勢調査）

圏域（人口ビジョン） 110,381 104,005 102,695 99,309 88,462

110,381 104,005 100,279 95,073 79,087圏域（社人研推計）

Ｈ22（国勢調査） Ｈ23 Ｈ37 Ｈ52

魚沼地域定住自立圏定住人口の推計

単位：人

10万2千人

を維持
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湯沢町ふれあい福祉
　　　健康フェスティバル

 イベントも盛りだくさん ! 
○ふれあい食育レストラン・郷土料理展示

　・塩分量展示、チェック味覚測定

　（食生活改善推進協議会）

○男の料理　野菜やきそば（美味しんぼ倶楽部）

○絵本の広場スペシャル（読み聞かせ虹の会）

○産直野菜販売（あさひばら）

○傾聴の広場　リンゴ販売（おひさま）

○ストレスとお口の健康チェック

　（ファミリー健康プラン推進委員会）

○こころと体のストレッチ（ユースポ！）

○救急法 AED 体験・こども赤十字　ぬりえであそぼ

　（赤十字奉仕団）

○音訳・指圧体験（音声訳の会たんぽぽ）

○すてきなキルトの世界（針と糸の会）

○ゆっくりおやすみ処（地域いきいきサロン）

○授産品販売（ふれあいサロン／セルプこぶし工房）

○ほっとステーション（手をつなぐ育成会）

○剱持越峰先生遺作チャリティーバザー

 広げよう！健康と福祉とふれあいの

11 月 3日㊍・㊗ 湯沢町総合福祉センター
（湯沢町保健医療センターとなり）

１０：００～１４：００

ご家族・お友達などとお誘いあわせのうえ、みなさんでお越しください。
ハートいっぱいの湯沢のボランティアさんがお待ちしています！

 １０：００ より 
　オープニングセレモニー
　　○湯沢町社会福祉協議会長表彰

　　○湯沢中学校合唱祭　最優秀クラス

　　○アコーディオン演奏　佐藤好子

和

「ぬりえであそぼ」より
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国 
 

民 
 

健 
 

康 
 

保 
 

険

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
は
、
国
保
又
は
後
期
高
齢
者
の
医
療
保
険

窓
口
と
警
察
へ
届
出
を
し
ま
し
ょ
う

交
通
事
故
等
で

保
険
証
を
使
う
と
き

　

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
の
行
為

に
よ
っ
て
ケ
ガ
や
病
気
を
し
た
時

の
治
療
費
は
、
加
害
者
が
負
担
す

る
の
が
原
則
で
す
。
し
か
し
被
害

者
救
済
の
観
点
か
ら
、
届
出
に
よ

り
保
険
証
を
使
っ
て
診
療
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、

国
保
又
は
後
期
高
齢
者
医
療
が
一

時
的
に
医
療
費
を
立
て
替
え
、
あ

と
で
加
害
者
に
請
求
す
る
こ
と
か

ら
、
必
ず
医
療
保
険
窓
口
へ
の
届

出
が
必
要
で
す
。

　

交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き

　

届
出
に
必
要
な
も
の

①
第
三
者
行
為
に
よ
る
被
害
届

②
事
故
発
生
状
況
報
告
書

③
念
書
（
兼
同
意
書
）

④
交
通
事
故
証
明
書
（
後
日
可
）

⑤
保
険
証

⑥
印
か
ん

★
加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受

　

け
取
る
な
ど
、
示
談
を
済

　

ま
せ
て
し
ま
う
と
、
保
険

　

証
が
使
え
な
く
な
る
場
合

　

も
あ
り
ま
す
。
示
談
す
る

　

前
に
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

★
ケ
ガ
の
程
度
が
軽
く
て
も
、

　

相
手
の
氏
名
・
住
所
・
連

　

絡
先
・
保
険
会
社
な
ど
を

　

確
認
し
、
警
察
に
連
絡
を

　

し
ま
し
ょ
う
。

Ｑ 

保
険
証
を
使
っ
た
場
合
、

　

  

ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が

　

  

あ
り
ま
す
か
？

Ａ 

第
三
者
の
行
為
に
よ
る
傷
病
の
治
療
に

保
険
証
を
使
用
す
る
と
、
保
険
診
療
と
な

り
、保
険
証
を
使
わ
な
い
場
合
（
自
由
診
療
）

と
比
べ
て
医
療
費
が
低
く
な
り
ま
す
。

Ｑ 

自
損
事
故
の
場
合
も

　
　
　

届
出
が
必
要
な
の
？

Ａ 

自
損
事
故
の
場
合
で
も
、
保
険
証
を
使

用
す
る
た
め
に
は
届
出
が
必
要
で
す
。
な

お
、
自
損
事
故
の
車
等
に
同
乗
し
て
い
た
方

が
保
険
証
を
使
用
し
て
治
療
を
受
け
る
場

合
に
も
、
同
様
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。

Ｑ 

自
転
車
同
士
、
自
転
車
と

　

  

歩
行
者
の
ケ
ガ
で
も
届
出

　

  

が
必
要
な
の
？

Ａ 

自
転
車
同
士
や
自
転
車
と
歩
行
者
に
よ

る
ケ
ガ
で
も
、
相
手
が
あ
る
事
故
の
場
合
に

は
届
出
が
必
要
で
す
。

＝ Vol. ４＝

Ｑ

Ａ ＆

 

問
い
合
わ
せ 

　

町
民
課　

国
保
給
付
係

　

☎
７
８
４
・ 

３
４
５
３

　２期６年間人権擁護委員として、ご活躍いただきま

した樋口豊子さん（上熊野）が１０月1日付で退任され、

永年の功績を讃え法務大臣より感謝状が贈呈されまし

た。長い間人権擁護委員活動にご尽力いただき、あり

がとうございました。

後任に、１０月１日付で樋口伸一郎さん（一之町）が

任命され、法務大臣より委嘱状が交付されました。

　人権擁護委員は、地域の皆さんから人権相談を受け、

問題解決のお手伝いをしたり、地域の皆さんに人権に

ついて関心を持ってもらえるような啓発活動を行って

います。

人権擁護委員　退任と後任の任命について

樋口伸一郎さん（一之町） 樋口豊子さん（上熊野）
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大腸がん検診の
お　知　ら　せ

大腸がんは、女性の部位別がん死亡数第 1位。

男性でも肺がん・胃がんに次いで 3番目に死亡数が多いです。

命を守るための検診を受けましょう。

　大腸がんは、「早く見つけて、早く治す」ことが大切。早期のうちに治療すれば 90％以上が治癒します。

　 お手元に検査キットがある方 

　有効期限をご確認ください。期限を過ぎて検査する場合

　は別のキットをお送りしますのでご連絡ください。

　 検査キットのない方 

　検査キットをお送りしますのでご連絡ください。

 問 　湯沢町保健センター　☎ 784 ー 3149

　早期には自覚症状がないので「血便・異常が出たら…」

では手遅れになることがあります。毎年定期的に検診を受

けましょう。

　大腸がん検診は、自宅で簡単にできる便検査です。検査

キットで便を採取し、提出いただくものです。今年度まだ

受けていない方は、平成２９年 1 月末までの平日午前中に、

健康増進課 ( 総合福祉センター内 ) へ 500 円を添えて提出

してください。

早期発見の場合

5年生存率99％

早期でない場合

5年生存率15％

便検査の提出について確認をお願いします

　10 月 3 日、東北電力株式会社魚沼営業所様よりＬＥＤ防犯灯

15 灯が寄贈され、湯沢町役場において贈呈式が行われました。

　この防犯灯は、東北電力株式会社魚沼営業所様が地域社会の

明るい街づくりに向けた取り組みの一環として、毎年寄贈して

いただいているものであり、湯沢町の夜間の安全安

心のために活用させていただきます。

　心より感謝申し上げます。

防犯灯を寄贈していただきました
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日 種目 対象 時間 場所
１日㊋  母子健康手帳交付  妊娠証明を受けた方 １６：００～１７：００  総合福祉センター

４日㊎
 ４ヶ月児健診  平成２8年６月～７月生まれ 　１３：００集合  総合福祉センター
 １０ヶ月児健診  平成２７年１２月～平成２８年１月生まれ １３：１５集合  総合福祉センター

８日㊋  母子健康手帳交付  妊娠証明を受けた方 １６：００～１７：００  総合福祉センター
１５日㊋  母子健康手帳交付  妊娠証明を受けた方 １６：００～１７：００  総合福祉センター
１８日㊎  ３歳児健診  平成２５年８月～９月生まれ 　１３：００集合  総合福祉センター
２２日㊋  母子健康手帳交付  妊娠証明を受けた方 １６：００～１７：００  総合福祉センター
２９日㊋  母子健康手帳交付  妊娠証明を受けた方 １６：００～１７：００  総合福祉センター

１１月の保健衛生行事   問 　湯沢町保健センター　☎７８４－３１４９

　湯沢町総合子育て支援センター「ジャンプラネット」
は、湯沢町の子育て支援拠点です。是非お気軽にご利用
ください！
　子育て広場　好評開放中！

　次の時間にいつでも自由に利用できます！

　　　　平日（木曜日を除く）　

△
 9：００～１２：００

　　　　　　　　　　　　　　 

△

１３：００～１６：００

 問 　湯沢町総合子育て支援センター「ジャンプラネット」
　　（湯沢学園 認定こども園棟１Ｆ）☎７８８－０２９２

湯沢町総合子育て支援センター

子育て支援情報　ぐんぐん子育て支援情報　ぐんぐん
「さしのべて　あなたのその手　いちはやく」

11 月は「児童虐待防止推進月間」です！
　近年、子どもへの虐待が増加傾向にあります。虐待は地域での見守りによっ

て早期に発見できる場合があります。

　気になる時はためらわずに連絡をお願いします。連絡（通報）は匿名で

も可能ですし、虐待かどうかの判断は、児童相談所などが慎重に調査をし

て対応します。子どもの SOS、親の SOS を見逃さないために、地域での

見守りにご協力をお願いします。

　また、「子育てがつらい…もう限界」「カッとなってつい子どもに手をあ

げてしまう」など、子育てに悩んでいる方は大勢います。虐待の芽は子育

ての悩みからとも言えますので、子育てに少しでも悩みがある場合は、ど

んな些細なことでも早めに相談することも大切です。

「いつも叱りつける声と泣き声が聞こえるけど…」

「他人の家のことに口を出すのはちょっと…」

「間違いだったら…」「虐待かどうかわからないし…」
など気にはなっているけどそのまま

になっていることはありませんか？

虐待（疑いを含む）の連絡は

児童相談所共通ダイヤル

１
いち

８
はや

９
く

番

子育ての悩み相談は

子育て支援課ダイヤル　

７８８－０２９２番
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　町内で、クマの出没が多発しています。今年は山の

木の実が不作のため、エサを求めたクマが、人家の近

くへも出没しています。クマの誘因物となる、柿や栗

の放置果実や生ゴミは、適切に処理しましょう。

　また、山や林に近いところでの農作業や散歩の際に

は、十分に警戒をしてください。

人の存在や接近をクマに知らせれば、クマは人を避けます。

①頻繁に物音や声を出して歩く！

　・鈴、ラジオなどを鳴らすか、大きめの声で話しながら歩いてください。

②クマの人家周辺への誘引物の徹底除去！

　・クマは、人家周辺の柿や栗などの果実を求めて出没します。柿や栗などの果実の

　　全量収穫、また、生ゴミ処理は地中深く埋めるなどの処分を徹底してください。

③早朝や夕方は特に注意！

　・早朝、夕方、夜間はクマの活動が活発です。外出には注意が必要で、単独での

　　行動は避けてください。

　・犬が藪に隠れていたクマをおびき出したケースもあります。犬を連れての山際

　　での散歩は避けるようにしましょう。

目撃した場合や痕跡を見つけた場合は、直ちに役場または警察署に連絡してください。
　 連絡先  　湯沢町役場  環境農林課 　☎７８８－０２９１
　　　　 　南魚沼警察署 　　　　 　 ☎７７０－０１１０　

野生動物のね
・ ・ ・

ぐらを作らせないために、
　　　　　田んぼや畑の周りの藪を刈り払いましょう

　　サル・クマの目撃情報などを随時更新しています

 　　　

▲ ▲ ▲ 　

湯沢町鳥獣被害防止対策協議会対策ブログ　http://yuzawa-sarukuma.blogspot.jp/

クマ出没多発！

 警戒を !!  

クマと遭遇しないために

目撃情報などは役場または警察署へ

ゆめづくりスポーツ教室

　10 月 2 日、湯沢中央公園フットサルコートでアルビレック

ス新潟スクールコーチの梅山コーチ（元Ｊリーガー）、北條コー

チ、佐藤コーチによるサッカー教室を開催！湯沢町の少年サッ

カーチーム「デポルチスタ湯沢ＦＣ」の子どもたちが参加し

ました。

　「デポルチスタ湯沢」キャプテンである木村凱さん（湯沢学

園 5 年生）はこの教室に参加したことを振り返り、「元Ｊリー

ガーの方を含むコーチたちに教えてもらってとても重要な体

験をさせてもらいました。もっと練習をしてうまくなりたい

です。」と意気込みました。
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11 ユ月 の

おやこでＧＥＮＫＩ教室

～マット運動～

　ふだんの生活の中ではほとんどない、転がったり、

回ったり、逆さになったり・・・。

　これらの動きを親子で協力してチャレンジ！！

バランス感覚や柔軟性、機敏性、巧
こ う ち せ い

緻性（器用に指先

や体を動かす）を高めましょう。

○日程：１１月４日㊎　１９：００～２０：３０　

○会場：湯沢カルチャーセンター

○対　　象：保育園・幼稚園年少さん～小学３年生と

　　　　　　その保護者

○参  加  費：無料

○持  ち  物：運動のできる服装（Ｇパンは動きの妨げ

　　　　　　になるのでＮＧ）、内履き・飲み物・

　　　　　　タオル等をお持ちください。

○申込締切：１１月３日㊍・㊗

たまにはみんなでウォーキング＆ノルディックウォーキング

岩原観光協会主催「飯士登山祭」に参加しよう！

～めざせ！山頂 1111 ｍ！ 11 月 11 日 11 時 11 分 ～

　360°大パノラマの飯士山頂目指してのトレッキン

グと飯士めし（地元食材使用の昼食）のお振る舞い♪

　ユースポ！も応援しています！お申込みは岩原観光

協会へ！！

○日程：１１月１１日㊎　８：００　

　　　　岩原スキー場中腹第２ペアリフト乗場前集合

○参  加  費：１，１１１円（保険代含む）

○申込締切：１０月３１日㊊

　お申込み＆お問合せ：岩原観光協会

　☎ 787・3476 　FAX 787・3320 

　  iwappara@coral.ocn.ne.jp　

　ＵＲＬ http://yuzawa.jp 

ー ポス 　！

　　　居合道　無料体験レッスン　

　居合とは座った状態で、鞘から刀剣を抜き放ち、

さらに納刀に至るまでの一連の動作を一つの独立し

た武道としています。

　剣道のような打ち合いや激しい運動ではないため、

老若男女を問わず学べる武道でもあります。

是非体験してみませんか？

○日　程：１１月１６日㊌　１９：３０～２０：３０

○会　場：湯沢

　　　　　カルチャーセンター

○対　象：高校生以上

○参加費：無料

○持  ち  物：剣道着または運動のできる服装

　　　　　　角帯・木刀がある方はお持ちください。

　　　　　　（用具の貸出あり）

○申込締切：１１月１３日㊐　先着１０名

○申込方法：

　ユースポ！窓口 ( カルチャーセンター内 ) または

お電話にてお申し込み下さい。☎７８５－２１２３

※無料体験レッスンのためユースポ！会員以外の

　教室参加中のケガについては、傷害保険の対応が

　ありません。あらかじめご了承ください。

第２弾！

◎ジュニア合同トレーニング・おやこでＧＥＮＫＩ教室の申し込みはユースポ！へ
　お電話またはメールにてお申込みください。
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苦しくないスポーツ　ストレッチング

　　　フラダンス短期集中レッスン

　肩こり・腰痛でお悩みの方、運動不足の方、もちろん

運動大好きな方、３０分ほどかけて全身のストレッチをす

るとすごく身体がラクになりますよ♪

　気軽にできるスポーツを是非、体験してみてください！

○日程：１０/３１,１１/７,１４,２１,２８　毎週月曜日

　　　１８:２０～１９:００

※１８:００～希望者には運動に関する相談を承ります。

アロハ！

　ハワイの音楽にあわせて基本ステップ、ハンドモー

ションからたのしく学び、かんたんな曲を 1 曲踊りま

しょう♪保護者の方も一緒に楽しんでいただけます。

もちろん、子どもだけでの参加も OK です！

○日程： 11/ ７,14,21,28　12/5　月曜日

　  　　17:00 ～ 18:00　

○会場：湯沢カルチャーセンター

○対象：保育園・幼稚園年少～小学６年生

○会　　場：湯沢カルチャーセンター

○対　　象：中学生以上

○参  加  費：全５回　会員５００円　非会員１，０００円

　　　　　　　１回　会員２００円　非会員３００円

○持  ち  物：運動のできる服装で、飲み物・タオル

　　　　　　をお持ちください。

○申込方法：ユースポ！窓口に料金を添えてお申

　　　　　　込みください。

○参     加     費：会員 2,700 円　非会員 4,400 円

　　　　　　保護者の方は無料

　　　　　  （但し、子ども向けのレッスンです）

○服装・持ち物：Ｔシャツ、あればパウスカート

　（ふんわりしているスカート）タオル、飲み物　

※スカートレンタルあります。シューズ不要

  （裸足でＯＫ）

○申  込  締  切 ：11/ ３（木）・（祝）

○申  込  方  法： ユースポ！窓口（カルチャーセン

　　　　　　　　 ター内）に料金を添えてお申込み

　　　　　　　　ください。

健康ウォーク　歩いてマンボ♪

～目指せ、１か月 15 万歩！～

▽エントリー費

　　エントリーした日から１年間　６００円

▽エントリー方法

　　ユースポ！事務局（カルチャーセンター内）、　

　　保健センター、または湯沢町公民館へ料金を　

　　添えてお申込みください。

※１５万歩に達成した月は共同浴場無料招待券進呈。

　エントリー時にお渡しした記録票をご持参くださ

　い。月途中での招待券進呈は行っておりません。

　翌月に記録票をご持参ください。　

　例）10 月２０日１５万歩に達した　

　　　　　　→　11 月１日より無料招待券進呈

▽希望者には歩数計貸出あり（先着順）

▽特典：カルチャートレーニング会員３か月券が

　　１，２００円→１，０００円　※購入時、要記録票提示。

≪８月　歩数 TOP ５≫
RANK 歩数 RANK 歩数

１ ５６２，３６７ ４ ４８６，０１２
２ ５１３，３１５ ５ ４６１，５２６
３  ４８６，１２９ 

～ファンクショナル・ファンダメンタル

　　　　　　　　　　トレーニングキャンプ～

　基礎から確実に積み上げよう！

　今回は新しい動きを体験するのではなく、基礎

運動能力をアップさせる事を目的にベーシックな

トレーニングを中心に行います！

　スポーツをする中で自分の体の動きが少しずつ

変わり、スキルアップしている事を実感できるよ

う来年度につなげシリーズ化していきたいと考え

ています。

○日　　　 程：11 月 25 日㊎
　　　　　　 　19：00 ～ 20：00

○会　　　 場：湯沢カルチャーセンター

○対　　　 象：小学生

○参    加    費：無料　　　

○申 込 締 切 ：11 月 21 日㊊
○服装・持ち物：動きやすい服装で、内履き・

　　　　　　　 飲み物・タオルをお持ちくだ

　　　　　　　 さい。

ジュニア合同トレーニング

次ページへ続く

第２弾！
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平成 28年　第 31回町民ゲートボール大会

　10 月２日㊐に町民ゲートボール大会が開催されました。日頃から

練習しているベテランの皆さんも、1 年に 1 回この大会だけプレー

をするという皆さんも秋晴れのなか楽しんでいました。なかには 90

歳を越えておられる方も元気にプレーされていました。身体も頭も

使うゲートボールが元気の秘訣だそうです！

コート 順位 チーム名 勝敗 得点 失点 得失点差 総合順位

第１コート

１ あきたこまち ３－０ ４６ ３１ １５ １位

２ ひとめぼれ １－１ ２５ ２３ ２ ３位

３ はえぬき ０－２ ２２ ３２ △１０ ５位

第２コート

１ なすひかり ２－１ ４１ ３７ １４ ２位

２ ななつぼし １－１ ２３ ２２ １ ４位

３ つやひめ ０－２ １８ ３０ △１２ ６位

平成 28 年度　町民ゲートボール大会総合成績

優勝・準優勝は各コート 1 位同士の決勝戦で決定。

まちのうごき

9 月届け出分 9月 30 日現在 前年比

出生 ３ 男 ４，０５４ －４７

死亡 １３ 女 ４，０３５ －２２

転入 ３２ 計 ８，０８９ －６９

転出 ２３ 世帯 ３，５６２ ＋３４

平成２８年 平成２７年 増減

発生件数 １８件 １４件 ＋４件

死亡者数 ０人 ０人 ０人

負傷者数 ２４人 ２６人 －２人

湯沢町の交通事故発生状況

（1月1日～9月30日）

申・問　NPO 法人 ユースポ！ 
　　　　　　〒949ー 6102　湯沢町神立628ー 1　

　　　　　　湯沢カルチャーセンター内

●電話・ファックス　☎ 785ー 2123 　FAX 785ー 6911
●受付時間　9：00～ 21：00
●メール　info@youspo.net
●ホームページ　http://www.youspo.net

笑いヨガ笑いヨガ けんこつ体操けんこつ体操

毎月開催しています！

詳しくは 27 ページを見てね！

こんな人におすすめ！
・ストレスを抱えている人
・認知症の予防、改善をしたい人
・腹筋をつけたい人

転倒予防のための筋肉や骨を
鍛える運動です！
誰でもOK！
気軽にご参加ください。

～初めての方＆使い方が

　　　　　　　　　不安な方のための講習会～

○日　程：１１月１０日㊍　１９：３０～２１：００

○対　象：１６歳以上

○会　場：カルチャーセンター・トレーニング室

○参加費：ユースポ！会員３００円　 非会員６００円

　　　　　※トレーニング室使用料は別途必要。

○持ち物：運動のできる服装、内履き、飲み物、

　　　　　タオル、会員証（ユースポ！会員の　

　　　　方のみ）

○事前申し込みは不要です。当日ユースポ！

　窓口でお申込みください。

トレーニングマシン使用法講習会
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　湯沢町は結婚相手紹介サービス会社に入会を希望される町民
の入会費用を助成し、町民の婚活をサポートしています。すで
に数名の方が会員登録し、活動しています。結婚を希望する方
は、是非ご活用ください。（婚活とは「結婚活動」の略語であり、
結婚するために必要な行動のことをいいます）

◎入会にあたっては、新潟市又は高崎市にある店舗での説明を受けることが必須となっています。
　湯沢町は交通費等の助成は行っておりません。また、ご自身の求める条件及び相手の求める条
　件によっては、入会に至らない場合がありますので、予めご了承ください。

結婚したい

　あなたを

　　サポート
　　　　　　します

　　対象となる結婚相手紹介サービス会社
　　会社名：株式会社ツヴァイ（イオングループ）

　　フリーコール　☎０１２０－２７７－２８１
　　　　　   URL   http://www.zwei.com/

会員登録ご入会

　会員登録するには申請者の基本データ確認のため、各
種書類が必要になります。

　 ▽必要書類：卒業証明書、収入証明書、独身証明書、
　　　　　　　住民票、登録用の写真など

婚活に向けての相談 ・入会相談

　婚活に向けての相談や申込は各店舗で行います。湯沢
町では、新潟店・高崎店が対象となります。入会申込を
する場合は必ず店舗に行かなければなりません。
※湯沢町民であることを必ずお伝えください。

資料請求

　申請者は直接ツヴァイへ資料請求をします （資料は社
名のない封筒で送られてきます）。入会金の全額助成 は、
湯沢町に１年以上住民登録をしている２０歳以上の独身
の方が対象になります。ただし、月会費は個人負担とな
ります （月会費はコースによって異なります）。

活動スタート

　活動や出会いの方法は様々。ツヴァイ担当者と相談し
ながら、自分のペースで自分に合った活動ができます。

　 ▽活動例：相性・適合性診断による出会い、価値観に
　　　　　　よる理想の相手との出会いパーティー、
　　　　　　イベントでの出会いなど

結婚したい
　あなたを

　　サポート
　　　　　　します

ベースボールマガジン杯　魚沼地区新人野球大会

　南魚沼市野球連盟・湯沢町野球連盟・魚沼市野球

スポーツ少年団主催、ベースボールマガジン社協賛

の「第 1 回ベースボールマガジン杯　魚沼地区新人

野球大会」が 9 月 17 日・22 日・24 日に行われま

した。大会には魚沼市・南魚沼市・湯沢町のチーム

合わせて 20 チームが参加。湯沢町からは、湯沢フェ

ニックスが出場し、接戦の末、見事優勝を飾りました。

　これにより 10 月 30 日から柏崎市の佐藤池第二野

球場、荒浜運動場 A・B、刈羽村の刈羽源土野球場に

て行われます、新潟県学童新人野球大会に出場が決

定しました。町民の皆さまからもご声援、よろしく

お願いいたします。

期日：9 月 17 日、22 日、24 日　　場所：ベーマガスタジアム、大原グラウンド、二日町グラウンド

≪ 3回戦≫

湯沢フェニックス ○ 10 ー ０  × ヤ ン キ ー ス

≪準決勝≫

湯沢フェニックス ○   6 ー ４  × 西小ブルーウェーブ

≪決　勝≫

湯沢フェニックス ○   7 ー ５  × 五十沢ヤングバース

湯沢フェニックス優勝！！
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行政相談

障がい者地域生活支援事業

予防接種 緊急情報メール

区 分 出 し 方 湯 沢 東 湯 沢 西 神 立 ・ 土 樽 三 国 ・ 三 俣

も え る ご み  指定袋に入れる。 ㊊・㊌・㊎（２３日は休み） ㊋・㊍・㊏（３日・２９日は休み）

ペットボトル  指定袋に入れる。  １日  ８日  ２日  ４日

その他プラスチック容器包装類
（白トレイ・発砲スチロール）  指定袋に入れる。  １７日 １７日  １８日  １６日

ダ ン ボ ー ル
 紐を十字にかける。

２２日  ２４日 ３０日  ２５日

新聞紙・雑誌  １０日 １５日  ９日  １１日

缶
 指定袋に入れる。
 袋を二重にしないこと。

 ８日  １日  ４日  ２日

び ん  １５日   １０日  １１日   ９日

その他不燃ごみ   ２４日   ２２日  ２５日  ３０日

ごみ収集  問 　環境農林課環境交通係　☎７８８－０２９１

※ごみの減量化・資源化にご協力ください。

 問 　保健センター（総合福祉センター内）　☎７８４－３１４９

保健衛生行事

※骨粗しょう症検診は子宮頸がん検診と同時に受けられます。
　（６０歳以下の女性で骨粗しょう症の治療を受けていない方が対象です。）
※子宮頸がん検診の予約先は健康増進施設（７８５－５００５）です。
※子宮頸がん検診対象は２０歳以上の女性で平成 27 年度町の子宮頸がん検診を受診していない方です。

 問 　保健センター（総合福祉センター内）　☎７８４－３１４９
日 種 目 対 象 時 間 会 場

 9 日㊌  子宮頸がん検診  申込者（要予約） ９：４５～１０：００  健康増進施設

２８日㊊  子宮頸がん検診  申込者（要予約） ９：４５～１０：００  健康増進施設

※平成２８年度から、会場がやすらぎ荘から湯沢町公民館に変更になっています。
※初めて参加される方は保健センターまでご連絡ください。
※参加費５０円と主食（ご飯など）が必要です。調理実習の日は予約が必要です。また、主食不要で３００円程度かかります。
　担当までお問い合わせください。

（完全予約制）

１１月１０日㊍　午後１時３０分～
　湯沢町公民館　会議室１　
　相談委員　上村  憲夫

 問 　総務管理課総務係 
　　☎７８４－３４５１

〇予防接種の予約電話番号
　０２５－７８０－６３１３　
〇予約受付時間
　月～金曜日の午後２時～４時

 問 　保健センター ☎７８４－３１４９

湯沢町の災害、防災、気象、
防犯に関する緊急情報を
発信します。

 問 　総務管理課防災管財係
　  ☎７８４－３４５１

11 月の暦11 月の暦November 神無月

事業名 実施主体 電話番号 日程・内容（＊は軽作業を行います） 会場・時間

ふれあいサロン
（毎週火曜日）

湯沢町社会福祉協議会 ７８４－４１１１
１日

お休み
８日＊ １５日＊ ２２日＊ ２９日 湯沢町公民館

1 階和室

１０：００～１５：００
コスモス

（毎週木曜日）

相談支援センター

みなみうおぬま
７７０－１３３１

３日
お休み（祝日）

１０日
（研修室）

１７日＊ ２４日＊
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月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前

整形外科 宮崎 宮崎
（３：００～４：３０） 休

診
（
救
急
患
者
さ
ん
は
担
当
医
師
が
対
応
い
た
し
ま
す
）

髙田 髙田 川口
４日休診

川口
４日休診

外 科 菊川

内科①
予約あり

井上
１４日休診

井上
１４日休診

浅井 高橋 児玉 浅井 竹内 土屋 浅井

内科③
予約あり

西谷 山中 児玉 井上
１・２２日休診

井上
２日休診

土屋 西谷

内科⑤
予約なし

土屋 担当医師

内科⑥
予約なし

竹内
２8日担当医師

浅井 井上
１・２２日休診

竹内
２９日担当医師

浅井 井上 児玉 児玉
西谷
もしくは

土屋
担当医師

眼科 小松
（１０：００まで）

小松
（再診予約診察のみ）

寺内
（１０：００まで）

寺内
（再診予約診察のみ）

１９日担当医師
（１０：００まで）

小児科 有本 有本 ４日・１８日中島 ４日・１８日中島
（再診予約診察のみ）

検査
（内視鏡）

浅井 西谷 高橋 西谷 西谷 竹内 西谷 井上

歯科

口腔外科

笠原 笠原 笠原 笠原 笠原
３０日休診

担当医師
２・１６日のみ

笠原
３０日休診

担当医師
２・１６日のみ

笠原 笠原 笠原
４・１１日休診

笠原
４・１１日休診

笠原
５・２６日休診

会場 開催日 時間

総合福祉センター １０日㊍　２４日㊍ 10:00 ～ 11:00

会場 開催日 時間

神立中央集会場（田中）  １１日 ㊎２５日 ㊎ 10:00 ～ 11:30

神立中央会館（栄町）   ８日 ㊋２２日 ㊋ 10:00 ～ 11:30

農山村総合開発センター
 １日 
１５日

㊋
㊋

 ８日
２２日
２９日

㊋
㊋
㊋

10:00 ～ 11:30

下 湯 沢 公 民 館  ２日 ㊌１６日 ㊌ 10:00 ～ 11:30

総 合 福 祉 セ ン タ ー
 ４日
 １８日

㊎
㊎

 １１日
２５日

㊎
㊎ 10:00 ～ 11:30

笑いヨガ けんこつ体操教室

 【問い合わせ】　NPO 法人ユースポ！　☎７８５－２１２３

笑いの体操とヨガの呼吸法を組合せた
「ただ笑うだけ」の画期的な運動法です！

【持ち物】タオル、飲み物　　【参加費】１回２００円
 【問い合わせ】　地域包括支援センター　☎７８４－３０００

 笑いヨガ・けんこつ体操教室（申込不要） 

　※眼科のコンタクト外来は１０日（木）・２４日（木）です。【完全予約制 ☎０２５－７８０－６５４３】
　※歯科・口腔外科診察は完全予約制です。診察をご希望の方はお電話【☎０２５ー７８０－６５４４】でお問い合わせください。    

  診療日・休診・代診のご案内 　

 〇内科・・・・・  １日（火）～４日（金）、井上医師不在の為、休診となります。

 　　　　　　　　 １４ 日（月）、２２日（火）、井上医師不在の為、休診となります。

 　　　　　　　　 ２８日（月）・２９日（火）、竹内医師不在の為、担当医師が診察を行います。

 　　　　　　　　 ※竹内医師の診察は 11 月で終了となります。ご理解とご了承をお願いします。

 〇整形外科・・・  ４日（金）、休診となります。

 〇眼科・・・・・ 月・木曜日の午後診察は再診予約診療のみとなります。　　　　　　　　　　　　　　　

 　　　　　　　　土曜日の眼科診察は 19 日になります。

 〇小児科・・・・ 中島医師の診察は４日（金）・18 日（金）です。午後診察は再診予約診療のみとなります。

 〇歯科・・・・・ ４日（金）、１１日（金）、３０日（水）休診となります。土曜日は５日・26 日が休診です。

 〇口腔外科・・・ 担当医師の診察は２日（水）・16 日（水）となります。

  受　付 　午前：８時３０分～１１時３０分　　※眼科は全ての曜日で１０時まで。

 　　　  　午後：１時３０分～ ４時３０分　　※月・木曜日の眼科は３時までとなりますが、予約の患者様のみとなりますのでご了承願います。

 　　　　　　　　　　　　　　　　 　　  ※予約のある方は、上記の受付時間と異なっても予約票に記載された時間内にお越しください。

  診　察 　午前：９時～　

	   午後：２時～　※火曜日の整形外科は３時から。

	  （整形外科の午後の診療は、手術等で休診になることがあります。）

  その他 　「予約あり」の診察では予約がある方が優先となります。

	   都合により担当医が一部変更・休診となる場合があります。	

　　　　　 往診、訪問診療、健康診断も適宜行っています。

湯沢町保健医療センター外来担当医予定表湯沢町保健医療センター外来担当医予定表１１月１日から

◎
土
曜
日
の
午
後
と
日
曜
日
は
休
診
で
す
（
救
急
の
患
者
さ
ん
は
担
当
医
師
が
対
応
し
ま
す
）

 問 　湯沢町保健医療センター
      ℡  １８６-０２５-７８０-６５４３
　  　℡  ７８０-６５４４ （歯科）

※

※
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救急医療

※
10
月
１１
日
ま
で
の
届
け
出
分
。

※
広
報
に
掲
載
し
て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
け
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

広
報
ゆ
ざ
わ
の
音
声
訳
Ｃ
Ｄ
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　

ご
希
望
の
方
は
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
。 

℡
７
８
４
・
４
１
１
１

■
発
行
・
編
集
／
湯
沢
町
役
場
総
務
部
　
〒

９４９－６１９２　
新

潟
県

南
魚

沼
郡

湯
沢

町
大

字
神

立
３００

番
地

　
　

　
☎
０２５

-７８４
-３４５１　

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ア
ド

レ
ス
    http://www.town.yuzawa.lg.jp/

広
報
ゆ
ざ
わ

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

９
月
12
日

南
雲　

晴は
る
か花

さ
ん
（
湯
鉄
神
立
、
惇
郎
さ
ん
・
有
華
さ
ん
）

９
月
12
日

並
木　

新あ
ら
た

さ
ん

（
中　

里
、
和
也
さ
ん
・
智
美
さ
ん
）

９
月
22
日

中
村　

咲さ
き
と斗

さ
ん
（
二　

居
、
浩
章
さ
ん
・
舞
さ
ん
）

10
月
２
日

林　

  

暁あ
き
と永

さ
ん
（
原
新
田
、
俊
一
さ
ん
・
亜
由
美
さ
ん
）

　　次の病院に電話で症状を伝えてください。
　重症（意識がないなど）の場合は１１９番で救急車
　を呼んでください。

　●湯沢町保健医療センター　
　　☎７８０－６５４３
　　湯沢町大字湯沢２８７７番地１

　●魚沼基幹病院　　
　　☎７７７ー３２００
　　南魚沼市浦佐４１３２

　●南魚沼市民病院　
　　☎７８８－１２２２
　　南魚沼市六日町２６４３番地１

　●斎藤記念病院　　
　　☎７７３－５１１１
　　南魚沼市欠ノ上４７８番地２

　・電話での指示に従って受診ください。
　・スタッフの状況などで、症状に応じて他の医療機関
　　を案内する場合があります。
　・緊急度や重症度の高い順に対応するため、診察の順
　　番が前後し、待ち時間が長くなる場合があります。
　・休日や夜間は、人員や検査体制が十分ではありません。
　　できる限り、通常の診療時間に受診してください。

　●新潟県「小児救急医療電話相談」
　　☎０２５ー２８８ー２５２５
　　夜間に子どもの具合が悪くなったときに利用
　　ください。（毎日１９時～２３時）

ご
逝
去
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

９
月
19
日

田
村　

キ
ミ
さ
ん

（
土　

樽
、
89
歳
）

９
月
20
日

角
谷　

房
子
さ
ん

（
古
野
一
、
87
歳
）

９
月
21
日

角
谷　

敏
男
さ
ん
（
古
野
二
、
93
歳
）

９
月
24
日

田
村　

豊
栄
さ
ん

（
西　

中
、

103
歳
）

10
月
５
日

並
木　

進
さ
ん

（
旭　

原
、
65
歳
）

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

９
月
30
日

 （
上
田
） 

恭
平
さ
ん

（
東
京
都
大
田
区
）

  

田
村　 

麻
紀
子
さ
ん
（
中　

里
）

♡
お
二
人
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
♡

こ
れ
か
ら
２
人
で
支
え
合
い
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
家
庭

を
築
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 １１月の開店日 

 １１月１８日金　午前９時～午後 １１ 時
　　　　　　　　 　　 ▽時間は１組３０分とします。

 申し込み 

 １１月１１日金　まで

※指定の用紙にご記入のうえ、事前に役場企画政策
　課へ提出、もしくは FAX で申し込みが必要です。
※申し込みは５組までとし、先着順とさせていただ
　きます。

 申し込み先 
　企画政策課　☎７８４－３４５４　FAX７８４－１８１８

田村町長と直接お話しませんか？

気
楽
な
雰
囲
気
の
中
で
、

町
民
の
皆
さ
ま
の
声
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

お
気
軽
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
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